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け
れ
ば
な
ち
な
い
。
私
た
ち
は
が
ど
う
進
む
の
か
問
わ
れ
て
い
た
。
裁
判
の
原
告
と
し
て
あ
ち
得
ら
れ
る
ま
で
帰
ら
な
い
覚

加
害
者
の
自
覚
の
上
に
、
正
し
る
」
と
言
う
。

こ
ち
に
引
き
目
さ
れ
る
だ
け
の
悟
。
命
を
か
け
て
戦
う
」
と
固

い
歴
史
を
国
民
全
体
の
も
の
に
早
川
さ
ん
は
「
来
年
は
終
戦

H

操
り
人
形
μ
だ
っ
た
と
い
う
。

い
決
意
を
の
ぞ
か
せ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

五
十
年
を
迎
え
る
の
で
、
い
い
「
死
ぬ
思
い
で
証
言
し
て
き
来
日
す
る
だ
貯
の
費
用
が
精

永
野
発
一
冨
が
あ
っ
た
と
き
、
節
目
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
十
た
の
に
、
誰
の
た
め
の
運
動
か
一
杯
で
、
泊
ま
る
場
所
も
な
い

ソ
ウ
ル
に
い
た
と
い
う
臼
杵
さ
四
会
派
全
部
に
呼
び
か
け
、
ニ
と
思
う
。
仲
間
が
も
う
四
人
も
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
に
カ
ン
パ
を
呼

ん
と
清
水
さ
ん
は
「
永
野
発
言
十
日
に
超
党
派
の
会
合
を
持
つ
死
ん
だ
。
私
た
ち
に
は
時
閣
が
び
か
け
て
い
る
。

に
怒
っ
た
人
達
が
ソ
ウ
ル
の
日
予
定
だ
」
と
輯
買
の
動
き
を
説
な
い
。
戦
争
犯
罪
者
の
糾
明
遼
カ
ン
パ
リ
三
菱
銀
行
草
加
支

本
大
使
館
に
卵
を
ぶ
つ
貯
た
明
。

動
は
と
れ
か
ら
も
続
け
れ
ば
い
居
普
O
F
B
K
U
9
8
2
「ハ

り
、
人
形
を
焼
い
た
り
し
た
。

戦
後
補
償
を
求
め
る
運
動
体
い
し
、
そ
れ
は
日
本
の
課
題
だ
。
ル
モ
ニ
た
ち
を
迎
え
る
つ
ど

遺
族
会
の
人
遣
は
刺
激
的
な
行
が
手
を
組
み
、
政
府
に
働
き
か
死
に
ゆ
く
私
た
ち
は
そ
れ
よ
い
」

動
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
け
、
さ
ら
に
運
動
を
前
進
さ
せ
り
、
私
た
ち
の
本
当
の
芦
を

F
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が
、
ど
う
し
て
も
一

一吉
言
い
た
よ
う
と
、
六
月
六
日
の
午
後
六
い
て
も
ら
い
、
直
接
政
府
と
交
一

)

下
館
事
件
の
被
告

い
と
地
方
か
ら
も
人
々
が
続
々
時
か
色
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

l
渉
し
た
い
。
公
娼
だ
、
娼
帰
だ
一

¥
ぽ
一

の
三
人
の
タ
イ
女
性

早
川
勝

(衆

)

、

岡

崎

ト

ミ

子

集

ま

っ

て

き

て

い

た

」

と

韓

国

ル

(千
代
田
区
平
河
町
倉
田
・
と
い
う
汚
名
を
背
負
っ
た
ま
ま
一

一
心

一
の
判
決
が
出
た

(五

(
号
、
竹
村
泰
子

(
号

、

の

状

況

を

説

明

し

「

今

キ

チ

ン

3
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1)
毒
死
に
た
く
な
い
。
運
動
体
の
中
一

/
わ
¥

月
二
十
三
日、

水一
戸

清

水

、

謹

ナ

(

参

)

識

員

に

署

名

と

し

た

も

の

を

残

さ

な

い

と

:

・

決

起

集

会

を

聞

く

。

で
は
H

あ
の
女
た
ち
は
金
の
こ
一
〆
¥
地
裁
下
妻
支
部
)
。

簡
を
手
渡
し
た
0

・:
二

十

一

世

紀

に

向

け

日

本

人

と

レ

か

言

わ

な

い

。
す
れ
っ
か
一
求
刑
の
無
期
か
ら
情
状
酌
量
さ

請
願
内
容
は
①
衆
参
両
議
員

I
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ち
し
の
女
μ

だ
と
い
う
人
も
い
一
れ
て
懲
役
十
年
に
な
っ
た
の
を

の

を

お

い

て

、

ア

ジ

ア

太

平

韓

-τ「
定

書

ぷ

安

富

市

る

。
し
か
し
、
私
た
ち

2
一
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
、
「
強
盗
殺

5
2とそ
の

要

因

-

坦

読

書

原

ぬ

ま

タ

」

を

全

部

導

い

、

今

で

さ

え

重

い

一

人

罪

」

自

れ

る

の

は

、

に
対
し
、
謝
罪
を
表
明
す
る
決

t

司

l

・

ー
ー

梅

毒

症

や

合

併

症

で

苦

し

め

ら

一

や

は

り

お

カ

し

い

と

考

え

る

べ

時
間
院
長
語
名
誉
回
復
し
て
死
に
た
い
f
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一
九
日
々
諸
問
打
開
問
γ

査
特
別
委
員
会
を
設
け
、
戦
争

H
乞
食
H

と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
一
タ
イ
人
女
性
三
人
が
、
売
春
を

被
害
鳥
叫
ひ
未
処
理
の
戦
後
補
償
「
政
府
代
表
者
と
天
皇
は
直
の
憲
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
後
っ
た
。

「
な
ぜ
独
立
し
た
運
動
を
始
な
ら
な
い
の
か
f
」
と
、
金
さ
一
強
要
さ
れ
、
逃
げ
る
と
親
を
殺

問
題
に
つ
い
て
圏
内
に
お
け
る
接
謝
罪
せ
よ
f
」
「
強
制
軍
隊
伺
の
進
展
も
見
ち
れ
な
い
。
日
来
日
し
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
は
め
た
の
か
」
の
聞
い
に
、
金
さ
ん
の
怒
り
の
訴
え
に
、
他
の
ハ
一
す
な
ど
脅
さ
れ
、
つ
い
に
彼
女

調
査
を
徹
底
し
、
関
係
各
国
に
慰
安
婦
に
対
し
て
補
償
を
直
ち
本
政
府
の
態
度
に
業
を
煮
や
し
と
れ
ま
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ん
は
「
私
た
ち
は
撮
り
人
形
ρ

ル
モ
ニ
た
ち
も
泣
い
た
。

一
ち
の
管
理
を
し
て
い
る
女
性
を

調
査
団
を
派
遣
し
、
公
聴
会
を
に
行
え
」
な
ど
を
要
求
し
て
、
た
金
福
善
、
李
容
株
(
イ
・
ヨ
犠
牲
者
遺
族
会
(
以
下
遺
族
だ
っ
た
」
と
い
う
。

彼
女
た
ち
を
迎
え
入
れ
た
日
一
殺
し
て
逃
げ
た
。
そ
の
と
き
現

開
く
な
ど
し
て
、
立
法
府
と
真
金
福
善
(
キ
ム

・ボ
ク
ソ
ン
)
ン
ス
)
、
文
玉
珠
(
ム
ン
・
オ
会
)
、
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
二
月
に
挺
身
協
が
二
十
七
人
本
側
の
「
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
を
迎
一
金
等
を
と
っ
た
の
で
強
盗
殺
人

相
を
十
分
に
調
査
し
、
責
任
の
さ
ん
を
代
表
と
す
る
韓
国

・
現
ク
ス
)
さ
ん
ち
三
人
は
、
早
期
会
(
以
下
挺
身
協
)
な
ど
に
属
の
元
・
韓
国
軍
隊
慰
安
婦
を
代
え
る
つ
ど
い
」
か
ら
も
、
独
立
一
罪
を
適
用
さ
れ
た
V
し
か
し
、

所
在
を
明
ら
か
に
し
、
補
償
実
生
存
者
軍
隊
慰
安
婦
被
害
者
対
解
決
・
早
期
補
償
を
要
求
し
て
し
て
、
運
動
や
裁
判
で
闘
っ
て
表
レ
て
、
国
際
法
違
反
を
企
画
し
た
彼
女
た
ち
は
、
韓
国
、
臼
一
金
を
と
る
の
が
目
的
で
殺
し
た

現
の
た
め
の
立
法
を
検
討
す
る
策
協
融
会
の
ハ
ル
モ
ニ
(
お
ば
一
月
二
十
四
日
、
ソ
ウ
ル
の
日
き
た
が
具
体
的
成
果
も
な
い
。

に
据
え
、
戦
争
犯
罪
者
の
刑
事
本
の
運
動
体
の
中
で
四
面
楚
歌
一
の
で
は
な
く
、
ま
ず
何
よ
り
逃

乙
と
、
な
ど
四
項
目
。

あ
さ
ん
)
十
五
名
が
来
日
。
二
本
大
使
館
前
で
、「
劃
腹
自
殺
」
自
力
で
運
動
を
し
よ
う
と
昨
年
処
罰
、
真
相
の
究
明
を
要
求
し
の
状
態
だ
。
遺
族
会
や
挺
身
協
一
げ
出
し
た
か
っ
た
の
が
、
は
っ

檀
本
さ
ん
は
、
「
永
野
発
言
十
四
日
、
衆
識
院
会
館
で
会
見
(
未
遂
)
を
図
っ
た
が
、
彼
女
の
十
一
月
、
被
害
者
だ
け
が
集
て
東
京
地
検
に
告
訴
・
告
訴
状
と
強
力
な
『
不
ッ
ト
ワ
l
ク
を
組
一
き
り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
λ
強

の
よ
う
に
、
た
び
た
び
歴
史
を
を
行
っ
た
。

ろ
の
行
動
は
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
ま
り
同
会
を
設
立
し
た
。

を
提
出
し
た
。
が
、
告
訴
に
つ
ん
で
い
る
日
本
の
運
動
体
は
ネ
一
盗
殺
人
ハ
V

は
ど
う
も
ひ
っ
か
か

変
え
る
発
言
が
あ
り
、
日
本
は
来
日
予
定
だ
っ
た
全
禁
和
額
鱗
鱗
繍
翻
鱗
幣
:
白
一
一
蕊
鱗
鍛
蹴
附

1
2
4
吋
吋
緩
い
て
伺
の
相
談
も
さ
れ
な
か
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戦
争
責
任
に
関
す
る
会
見
が
続
け
て
二
つ
あ
っ
有
一
つ
は
十
九
日
、
長
争
責
任
謝
罪
の
国
会
特
別
決
議
長
後
補

償
問
題
調
査
特
別
委
員
会
の
詰
事
会
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
。
も
う
一
つ
は
二
十
四
日
、

韓
国
の
一
冗
「
従
軍
慰
安
婦
」

た
ち
十
五
名
が
来
日
し
、
謝
罪
と
補
償
を
求
め
た
も
の
持
政
府
は

「北
朝
鮮
を
除
き
、
補
書
題
は
各
国
の
政
府
と
の

条
約
・
協
定
に
よ
っ
て
解
決
済
み
」
で
あ
る

E
「
補
償
に
代
む
@
措
置
」
を
検
討
中
だ
主
一
一
一
白
う
が
内
容
は
不
明
来
年

は
終
戦
五
十
年
。
被
害
者
の
多
く
が
高
年
齢
化
し
、
死
亡
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
誠
意
あ
る
早
期
解
決
務
事
否
声

が
圏
内
・
外
か
、ヤ
上
が
っ
て
い
る
。
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国
会
で
特
別
決
議
を

初
万
人
を
越
え
る
請
願
署
名

「
戦
争
責
任
謝
罪
の
国
会
特

別
決
議
と
戦
後
補
償
問
題
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

請
願
」

(以
下
請
願
)
を
三
十

一
万
千
五
百
二
十
人

(十
九
日

現
在
)
の
署
名
と
共
に
衆
参
両

院
に
提
出
。
同
時
に
土
井
衆
院

議
長
、
原
参
院
議
長
に
も
直
接

面
会
、
要
請
を
行
っ
た
。

請
願
署
名
は
全
国
の
市
民
グ

ル
ー
プ
、
労
働
組
合
な
ど
二
百

団
体
以
上
が
合
同
で
、
昨
年
十

月
か
ら
始
め
た
も
の
だ
。

衆
議
院
会
館
で
行
わ
れ
た
会

見
に
は
、
檀
本
庸
夫

(自
治
労

副
委
員
長
)
、
臼
杵
敬
子
(
日

本
の
戦
後
責
任
を
ハ

ッ
キ
リ
さ

せ
る
会
代
表
)
、
木
叩
健
三
(
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協

議
会
事
務
眉
長
)
、
有
光
健
(
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
一
元
「
従
軍
慰
安
婦
」

を
支
援
す
る
会
世
話
人
)
、
朴

在
哲
(
在
日
の
慰
安
婦
裁
判
を

支
え
る
会
世
話
人
)
、
李
義
茂

(
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合
社

会
局
長
)
さ
ん
ら
が
出
席
し
、

来
な
か
っ
た
証
拠
だ
。
今
己
そ

戦
争
に
対
す
る
反
省
と
謝
罪
、

責
任
を
明
確
に
し
た
上
で
誠
実

に
補
償
を
行
う
乙
と
。
永
野
発

言
な
ど
が
起
こ
る
の
は
、
園
、

政
府
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。

国
民
の
意
識
に
か
か
わ
る
も
の

で
、
教
育
そ
の
も
の
を
間
わ
な

N 
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い
ま
か
ら
二
千
七
百
年
以
上
日
間
、
ロ

l
マ
帝
同
を
築
い
た
ロ
!
?
人
た
ち
は

社
会
資
本
の
重
要
性
を
円
以
初
に
認
識
し
た
民
族
で
し
た
。

後
世
に
残
る
も
の
を
築
き
上
げ
る
に
は
、

そ
れ
を
支
え
る
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
ど
ん
な
分
野
に
も
一言
?
え
る
こ
と
。

あ
の
利
恨
川
博
士
も
基
礎
科
学
の
重
要
性
を
常
々
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

ロ
!
?
人
が
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
大
切
な
財
産
に
感
謝
し
つ
つ
、

そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
幻
世
紀
に
向
け
て
の
社
会
資
本
の
充
実
仁
努
め
る
。

例
え
ば
、
上
・
下
水
道
の
パ
イ
プ
や
ポ
ン
プ
、
パ
ル
プ
。
地
下
鉄
な
ど
の
ト
ン
、
不
ル
補
強
枠
、

近
代
建
築
を
支
え
る
鋳
鋼
作
柱
か
ら
ゴ
ミ
や
下
水
の
処
理
施
設
ま
で
。

住
段
、
人
の
円
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
を
通
じ
て
、

日
本
を
元
気
に
し
た
い
ク
ボ
タ
で
す
。

株式会柱ヲポヲ
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け
れ
ば
な
ち
な
い
。
私
た
ち
は
が
ど
う
進
む
の
か
問
わ
れ
て
い
た
。
裁
判
の
原
告
と
し
て
あ
ち
得
ら
れ
る
ま
で
帰
ら
な
い
覚

加
害
者
の
自
覚
の
上
に
、
正
し
る
」
と
言
う
。

こ
ち
に
引
き
目
さ
れ
る
だ
け
の
悟
。
命
を
か
け
て
戦
う
」
と
固

い
歴
史
を
国
民
全
体
の
も
の
に
早
川
さ
ん
は
「
来
年
は
終
戦

H

操
り
人
形
μ
だ
っ
た
と
い
う
。

い
決
意
を
の
ぞ
か
せ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

五
十
年
を
迎
え
る
の
で
、
い
い
「
死
ぬ
思
い
で
証
言
し
て
き
来
日
す
る
だ
貯
の
費
用
が
精

永
野
発
一
冨
が
あ
っ
た
と
き
、
節
目
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
十
た
の
に
、
誰
の
た
め
の
運
動
か
一
杯
で
、
泊
ま
る
場
所
も
な
い

ソ
ウ
ル
に
い
た
と
い
う
臼
杵
さ
四
会
派
全
部
に
呼
び
か
け
、
ニ
と
思
う
。
仲
間
が
も
う
四
人
も
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
に
カ
ン
パ
を
呼

ん
と
清
水
さ
ん
は
「
永
野
発
言
十
日
に
超
党
派
の
会
合
を
持
つ
死
ん
だ
。
私
た
ち
に
は
時
閣
が
び
か
け
て
い
る
。

に
怒
っ
た
人
達
が
ソ
ウ
ル
の
日
予
定
だ
」
と
輯
買
の
動
き
を
説
な
い
。
戦
争
犯
罪
者
の
糾
明
遼
カ
ン
パ
リ
三
菱
銀
行
草
加
支

本
大
使
館
に
卵
を
ぶ
つ
貯
た
明
。

動
は
と
れ
か
ら
も
続
け
れ
ば
い
居
普
O
F
B
K
U
9
8
2
「ハ

り
、
人
形
を
焼
い
た
り
し
た
。

戦
後
補
償
を
求
め
る
運
動
体
い
し
、
そ
れ
は
日
本
の
課
題
だ
。
ル
モ
ニ
た
ち
を
迎
え
る
つ
ど

遺
族
会
の
人
遣
は
刺
激
的
な
行
が
手
を
組
み
、
政
府
に
働
き
か
死
に
ゆ
く
私
た
ち
は
そ
れ
よ
い
」

動
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
け
、
さ
ら
に
運
動
を
前
進
さ
せ
り
、
私
た
ち
の
本
当
の
芦
を

F

I
l
l
-
-i
l
l
1
1

が
、
ど
う
し
て
も
一

一吉
言
い
た
よ
う
と
、
六
月
六
日
の
午
後
六
い
て
も
ら
い
、
直
接
政
府
と
交
一

)

下
館
事
件
の
被
告

い
と
地
方
か
ら
も
人
々
が
続
々
時
か
色
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

l
渉
し
た
い
。
公
娼
だ
、
娼
帰
だ
一

¥
ぽ
一

の
三
人
の
タ
イ
女
性

早
川
勝

(衆

)

、

岡

崎

ト

ミ

子

集

ま

っ

て

き

て

い

た

」

と

韓

国

ル

(千
代
田
区
平
河
町
倉
田
・
と
い
う
汚
名
を
背
負
っ
た
ま
ま
一

一
心

一
の
判
決
が
出
た

(五

(
号
、
竹
村
泰
子

(
号

、

の

状

況

を

説

明

し

「

今

キ

チ

ン

3
2
6
5
・
8
2
1
1)
毒
死
に
た
く
な
い
。
運
動
体
の
中
一

/
わ
¥

月
二
十
三
日、

水一
戸

清

水

、

謹

ナ

(

参

)

識

員

に

署

名

と

し

た

も

の

を

残

さ

な

い

と

:

・

決

起

集

会

を

聞

く

。

で
は
H

あ
の
女
た
ち
は
金
の
こ
一
〆
¥
地
裁
下
妻
支
部
)
。

簡
を
手
渡
し
た
0

・:
二

十

一

世

紀

に

向

け

日

本

人

と

レ

か

言

わ

な

い

。
す
れ
っ
か
一
求
刑
の
無
期
か
ら
情
状
酌
量
さ

請
願
内
容
は
①
衆
参
両
議
員

I

P

-

-

E

F

i

l

ち
し
の
女
μ

だ
と
い
う
人
も
い
一
れ
て
懲
役
十
年
に
な
っ
た
の
を

の

を

お

い

て

、

ア

ジ

ア

太

平

韓

-τ「
定

書

ぷ

安

富

市

る

。
し
か
し
、
私
た
ち

2
一
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
、
「
強
盗
殺

5
2とそ
の

要

因

-

坦

読

書

原

ぬ

ま

タ

」

を

全

部

導

い

、

今

で

さ

え

重

い

一

人

罪

」

自

れ

る

の

は

、

に
対
し
、
謝
罪
を
表
明
す
る
決

t

司

l

・

ー
ー

梅

毒

症

や

合

併

症

で

苦

し

め

ら

一

や

は

り

お

カ

し

い

と

考

え

る

べ

時
間
院
長
語
名
誉
回
復
し
て
死
に
た
い
f
M
M
m
h時山
U

一
九
日
々
諸
問
打
開
問
γ

査
特
別
委
員
会
を
設
け
、
戦
争

H
乞
食
H

と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
一
タ
イ
人
女
性
三
人
が
、
売
春
を

被
害
鳥
叫
ひ
未
処
理
の
戦
後
補
償
「
政
府
代
表
者
と
天
皇
は
直
の
憲
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
後
っ
た
。

「
な
ぜ
独
立
し
た
運
動
を
始
な
ら
な
い
の
か
f
」
と
、
金
さ
一
強
要
さ
れ
、
逃
げ
る
と
親
を
殺

問
題
に
つ
い
て
圏
内
に
お
け
る
接
謝
罪
せ
よ
f
」
「
強
制
軍
隊
伺
の
進
展
も
見
ち
れ
な
い
。
日
来
日
し
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
は
め
た
の
か
」
の
聞
い
に
、
金
さ
ん
の
怒
り
の
訴
え
に
、
他
の
ハ
一
す
な
ど
脅
さ
れ
、
つ
い
に
彼
女

調
査
を
徹
底
し
、
関
係
各
国
に
慰
安
婦
に
対
し
て
補
償
を
直
ち
本
政
府
の
態
度
に
業
を
煮
や
し
と
れ
ま
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ん
は
「
私
た
ち
は
撮
り
人
形
ρ

ル
モ
ニ
た
ち
も
泣
い
た
。

一
ち
の
管
理
を
し
て
い
る
女
性
を

調
査
団
を
派
遣
し
、
公
聴
会
を
に
行
え
」
な
ど
を
要
求
し
て
、
た
金
福
善
、
李
容
株
(
イ
・
ヨ
犠
牲
者
遺
族
会
(
以
下
遺
族
だ
っ
た
」
と
い
う
。

彼
女
た
ち
を
迎
え
入
れ
た
日
一
殺
し
て
逃
げ
た
。
そ
の
と
き
現

開
く
な
ど
し
て
、
立
法
府
と
真
金
福
善
(
キ
ム

・ボ
ク
ソ
ン
)
ン
ス
)
、
文
玉
珠
(
ム
ン
・
オ
会
)
、
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
二
月
に
挺
身
協
が
二
十
七
人
本
側
の
「
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
を
迎
一
金
等
を
と
っ
た
の
で
強
盗
殺
人

相
を
十
分
に
調
査
し
、
責
任
の
さ
ん
を
代
表
と
す
る
韓
国

・
現
ク
ス
)
さ
ん
ち
三
人
は
、
早
期
会
(
以
下
挺
身
協
)
な
ど
に
属
の
元
・
韓
国
軍
隊
慰
安
婦
を
代
え
る
つ
ど
い
」
か
ら
も
、
独
立
一
罪
を
適
用
さ
れ
た
V
し
か
し
、

所
在
を
明
ら
か
に
し
、
補
償
実
生
存
者
軍
隊
慰
安
婦
被
害
者
対
解
決
・
早
期
補
償
を
要
求
し
て
し
て
、
運
動
や
裁
判
で
闘
っ
て
表
レ
て
、
国
際
法
違
反
を
企
画
し
た
彼
女
た
ち
は
、
韓
国
、
臼
一
金
を
と
る
の
が
目
的
で
殺
し
た

現
の
た
め
の
立
法
を
検
討
す
る
策
協
融
会
の
ハ
ル
モ
ニ
(
お
ば
一
月
二
十
四
日
、
ソ
ウ
ル
の
日
き
た
が
具
体
的
成
果
も
な
い
。

に
据
え
、
戦
争
犯
罪
者
の
刑
事
本
の
運
動
体
の
中
で
四
面
楚
歌
一
の
で
は
な
く
、
ま
ず
何
よ
り
逃

乙
と
、
な
ど
四
項
目
。

あ
さ
ん
)
十
五
名
が
来
日
。
二
本
大
使
館
前
で
、「
劃
腹
自
殺
」
自
力
で
運
動
を
し
よ
う
と
昨
年
処
罰
、
真
相
の
究
明
を
要
求
し
の
状
態
だ
。
遺
族
会
や
挺
身
協
一
げ
出
し
た
か
っ
た
の
が
、
は
っ

檀
本
さ
ん
は
、
「
永
野
発
言
十
四
日
、
衆
識
院
会
館
で
会
見
(
未
遂
)
を
図
っ
た
が
、
彼
女
の
十
一
月
、
被
害
者
だ
け
が
集
て
東
京
地
検
に
告
訴
・
告
訴
状
と
強
力
な
『
不
ッ
ト
ワ
l
ク
を
組
一
き
り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
λ
強

の
よ
う
に
、
た
び
た
び
歴
史
を
を
行
っ
た
。

ろ
の
行
動
は
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
ま
り
同
会
を
設
立
し
た
。

を
提
出
し
た
。
が
、
告
訴
に
つ
ん
で
い
る
日
本
の
運
動
体
は
ネ
一
盗
殺
人
ハ
V

は
ど
う
も
ひ
っ
か
か

変
え
る
発
言
が
あ
り
、
日
本
は
来
日
予
定
だ
っ
た
全
禁
和
額
鱗
鱗
繍
翻
鱗
幣
:
白
一
一
蕊
鱗
鍛
蹴
附

1
2
4
吋
吋
緩
い
て
伺
の
相
談
も
さ
れ
な
か
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戦
争
責
任
に
関
す
る
会
見
が
続
け
て
二
つ
あ
っ
有
一
つ
は
十
九
日
、
長
争
責
任
謝
罪
の
国
会
特
別
決
議
長
後
補

償
問
題
調
査
特
別
委
員
会
の
詰
事
会
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
。
も
う
一
つ
は
二
十
四
日
、

韓
国
の
一
冗
「
従
軍
慰
安
婦
」

た
ち
十
五
名
が
来
日
し
、
謝
罪
と
補
償
を
求
め
た
も
の
持
政
府
は

「北
朝
鮮
を
除
き
、
補
書
題
は
各
国
の
政
府
と
の

条
約
・
協
定
に
よ
っ
て
解
決
済
み
」
で
あ
る

E
「
補
償
に
代
む
@
措
置
」
を
検
討
中
だ
主
一
一
一
白
う
が
内
容
は
不
明
来
年

は
終
戦
五
十
年
。
被
害
者
の
多
く
が
高
年
齢
化
し
、
死
亡
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
誠
意
あ
る
早
期
解
決
務
事
否
声

が
圏
内
・
外
か
、ヤ
上
が
っ
て
い
る
。

11111111111111111111111111111111111111111111111 

国
会
で
特
別
決
議
を

初
万
人
を
越
え
る
請
願
署
名

「
戦
争
責
任
謝
罪
の
国
会
特

別
決
議
と
戦
後
補
償
問
題
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

請
願
」

(以
下
請
願
)
を
三
十

一
万
千
五
百
二
十
人

(十
九
日

現
在
)
の
署
名
と
共
に
衆
参
両

院
に
提
出
。
同
時
に
土
井
衆
院

議
長
、
原
参
院
議
長
に
も
直
接

面
会
、
要
請
を
行
っ
た
。

請
願
署
名
は
全
国
の
市
民
グ

ル
ー
プ
、
労
働
組
合
な
ど
二
百

団
体
以
上
が
合
同
で
、
昨
年
十

月
か
ら
始
め
た
も
の
だ
。

衆
議
院
会
館
で
行
わ
れ
た
会

見
に
は
、
檀
本
庸
夫

(自
治
労

副
委
員
長
)
、
臼
杵
敬
子
(
日

本
の
戦
後
責
任
を
ハ

ッ
キ
リ
さ

せ
る
会
代
表
)
、
木
叩
健
三
(
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協

議
会
事
務
眉
長
)
、
有
光
健
(
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
一
元
「
従
軍
慰
安
婦
」

を
支
援
す
る
会
世
話
人
)
、
朴

在
哲
(
在
日
の
慰
安
婦
裁
判
を

支
え
る
会
世
話
人
)
、
李
義
茂

(
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合
社

会
局
長
)
さ
ん
ら
が
出
席
し
、

来
な
か
っ
た
証
拠
だ
。
今
己
そ

戦
争
に
対
す
る
反
省
と
謝
罪
、

責
任
を
明
確
に
し
た
上
で
誠
実

に
補
償
を
行
う
乙
と
。
永
野
発

言
な
ど
が
起
こ
る
の
は
、
園
、

政
府
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。

国
民
の
意
識
に
か
か
わ
る
も
の

で
、
教
育
そ
の
も
の
を
間
わ
な

N 

Z凡

r

ヌ
r
胡
r

は
r
品
p
r
会
戸
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中
♂
ぃ
u
r
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は
J
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戸
ま
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ヴ
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い
ま
か
ら
二
千
七
百
年
以
上
日
間
、
ロ

l
マ
帝
同
を
築
い
た
ロ
!
?
人
た
ち
は

社
会
資
本
の
重
要
性
を
円
以
初
に
認
識
し
た
民
族
で
し
た
。

後
世
に
残
る
も
の
を
築
き
上
げ
る
に
は
、

そ
れ
を
支
え
る
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
ど
ん
な
分
野
に
も
一言
?
え
る
こ
と
。

あ
の
利
恨
川
博
士
も
基
礎
科
学
の
重
要
性
を
常
々
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

ロ
!
?
人
が
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
大
切
な
財
産
に
感
謝
し
つ
つ
、

そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
幻
世
紀
に
向
け
て
の
社
会
資
本
の
充
実
仁
努
め
る
。

例
え
ば
、
上
・
下
水
道
の
パ
イ
プ
や
ポ
ン
プ
、
パ
ル
プ
。
地
下
鉄
な
ど
の
ト
ン
、
不
ル
補
強
枠
、

近
代
建
築
を
支
え
る
鋳
鋼
作
柱
か
ら
ゴ
ミ
や
下
水
の
処
理
施
設
ま
で
。

住
段
、
人
の
円
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
を
通
じ
て
、

日
本
を
元
気
に
し
た
い
ク
ボ
タ
で
す
。

株式会柱ヲポヲ
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真
の
自
由
を
生
き
る

〈月曜日〉

今
も
新
し
い
ら
い
て
う
の
思
想

11111川川川11111111川 "1

平
塚
ら
い
で
う
の
命
日
の
五
月
二
十
四
日
、
第
一
回
・
ら
い
て
-つ
忌

「
聞
こ
え
ま
ず
か
ら
い
て
、っ
か
ら
の
メ
ッ
セ
l

ど

が
東
京
・
平
駄
ヶ
谷
の
津
田
ホ
ー
ル
で
開
か

b
た
(主
催
・

平
海
ら
い
て
-つ
義

中骨
子

歪
Z
)

。
豆
盲
人
の
ホ
ル

は
満
員
の
盛
況
で
、
仕
濯
を
か
け
て
女
性
の
解
放
を
説
き
、
ム
召
集
み
ず
み
ず

L
く
新
レ
い

から
い
て
う
の
呼
び
か
け
た

も
の
H

に
思
い
を
寄
せ
ぺ

1994年 5月 30日

平
塚
ら
い
て
う
(
1
舟
耳
目
立
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

;
1
9
7
1
)
H
1
9
1
1
た
。

年
「
腎
絡
」
発
刊
H

一
冗
始
、
奥
村
博
史
と
の
共
同
生

女
従
は
太
陽
だ
っ
た
8

と
自
活
、
非
婚
の
母
で
話
題
を
ま

本
女
性
に
強
烈
な
女
性
の
自
き
、
母
性
保
護
論
争
、
生
協

運
動
等
幅
広
く
活
路
。

戦
後
は
世
界
平
和
ア
ピ
ー

ル
七
人
委
な
ど
平
和
運
動
の

先
頭
に
立
っ
た
。
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岡
山
大
助
教
授
白
井
浩
子
さ
ん

優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
女
性
る
作
用
物
質
は
、
神
経
組
織
内
と
き
、
故

・
金
合
晴
夫
博
士
の
色
一
現
職
に
。

科
学
者
に
贈
色
れ
ゑ
猿
僑
竺
の
G
B
S
(
生
殖
巣
刺
激
物
質
)
「
発
生
学
」
の
授
業
を
受
け
、
「
猿
橋
台
の
こ
と
は
第
一

第
十
四
国
の
受
賞
者
が
、
岡
山
で
あ
る
乙
と
を
つ
き
と
め
、
乙
感
銘
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
回
の
時
か
ら
知
っ
て
お
り
、
「
い

大
学
理
学
部
(
付
属
臨
海
実
験
の
ア
ミ
ノ
酸
醍
列
分
析
を
進
め
け
。
地
球
の
生
命
の
歴
史
で
あ
つ
か
こ
ん
な
貨
を
も
ら
え
た
ち

所
〉
助
教
授
・
白
井
浩
子
樽
士
て
い
る
。
る
発
生
現
象
に
一
生
を
か
け
よ
い
い
な
」
と
思
っ
た
と
と
も
あ

に
決
ま
っ
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
お
、

M
I
S
は
入
閣
の
卵
、
つ↑
と
思
っ
た
。
っ
た
が
、
研
究
に
、
没
頭
、
す
つ

な
っ
た
の
は
「
ヒ
ト
デ
の
排
卵
子
で
は
存
在
も
分
か
っ
て
お
ち
率
業
後
、
東
京
大
噌
島
津
研
か
り
忘
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
受

と
卵
成
熟
の
し
く
み
の
研
究
」
。
ず
生
命
誕
生
の
秘
密
は
奥
深
い
究
所
会
一
一崎
)
に
勤
め
、
金
谷
貨
を
「
本
当
に
光
栄
で
す
」
と

性
の
あ
る
生
物
は
卵
と
精
子
も
の
が
あ
る
レ
骨
つ
だ
。
陣
士
の
チ
1
ム
で
研
究
を
始
め
い
う
。

が

出

会

っ

て

生

箔

が

行

わ

れ

白

井

さ

ん

は

一

九

四

三

年

横

た

。

自

費

え

自

身
は
金
富
士

る
。
排
興
受
精
の
直
前
に
卵
浜
市
機
子
区
の
生
ま
れ
。
績
涙
ヒ
ト
デ
宇
居
間
い
生
殖
を
促
進
の
お
か
げ
で
事
抗
た
研
究
生

の
成
熟
が
起
こ
る
が
、
成
熟
の
市
立
大
学
理
学
部
生
物
科
草
す
る
ホ
ル
モ
ン
さ
が
し
。
以
来
活
を
法
っ
た
と
い
う
。
海
岸
研

一
歩
李
前
で
卵
母
細
胞
は
μ
休

業

。

三

十

年

近

く

、

H

ヒ
ト
デ
一
筋
d

も
基
礎
生
物
研
も
、
新
し
く
で

)
.
眠
d

の
状
態
に
な
る
。
乙
の
休
小
学
生
の
と
ろ
は
外
科
医
に
の
研
究
生
活
。
ニ
千
匹
の
ヒ
ト
き
た
と
と
ろ
で
働
き
や
す
か
っ

阿一

眠
状
態
を
破
る
「
卵
成
熟
誘
起
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
デ
を
使
い
、
培
養
液
盲
れ
を
作
た
。
し
か
し
「
海
津
研
で
は
ず
っ

笠

物
竺
(
M
I
S
)
の
存
在
を
、
予
防
が
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
る
。
朝
か
ち
晩
ま
で
作
業
し
て
と
、
技
官
、
基
礎
生
物
研
は
助

制一

ヒ
ト
デ
を
使
っ
て
初
め
て
発
大
学
で
は
生
物
学
を
専
攻
し
青
山
作
る
の
に
四
か
月
以
上
か
手
、
早
五
歳
で
初
め
て
助
教

珊一

見
し
、
構
造
を
切
り
か
に
し
た
。
え
し
か
し
本
格
的
に
研
究
者
か
る
。
と
れ
を
精
製
し
て
取
っ
授
。
公
平
に
見
て
、
男
性
ル
託

嶋
一さ
ら
に
M
I
S
を
生
合
成
さ
せ
を
志
し
た
の
は
、
大
学
一
一
一
年
の
た
ホ
ル
モ
ン
が
わ
ず
か
一
ミ
リ
ベ
た
ち
、
は
る
か
に
待
遇
が
悪

句
。
「
肉
体
労
働
で
す
よ
」
と
い
と
思
い
ま
す
」
。

い

う

。

「

日

本

の

動

物

学

者

二

千

五

一
九
七
七
年
岡
崎
国
立
共
同
百
二
十
二
人
中
、
女
性
は
三
百

世
研
究
機
喜
語
学
研
究
所
一
宇
八
人
、
二
ニ
傷
。
岡
山
大

併

助
手
。
一
九
八
四
年
、
共
同
研
理
学
部
教
授

・
助
教
授
・
講
師

叫

究
者
で
あ
り
、
研
究
の
指
導
者
六
十
人
中
女
は
三
人
。
異
常
に

閣

で
あ
る
金
谷
博
士
が
亡
く
な
る
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
学
生

!

が
、
会
合
得
士
の
先
輩
で
あ
る
は
今
、
生
物
学
で
も
女
子
の
ほ

岡
山
大
・
理
学
部
臨
海
実
験
所
う
が
男
子
よ
り
坦
え
ま
し
た
。

所
長
の
ヒ
キ
で
一
九
八
八
年
か
し
か
し
、
就
職
は
実
に
厳
し
い

第 1065雪

科
学
性
も
倫
理
も
な
し
f
皮
下
埋
込
避
妊
薬
試
験
に

問
題
あ
り
1

1

1
イ
ン
ド

第 1065号

こ
の
国
会
で
臓
器
移
植
法
が

成
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
5

月
下
旬
に
審
議
、
ほ
と
ん
ど
時

間
も
な
い
中
で
決
ま
っ
て
し
ま

い
そ
う
と
い
う
。
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
。
そ
ん
な
こ
と
で
と
ん
な

軍
大
な
問
題
を
決
め
て
い
い
の

ー
と
「
臓
器
移
植
の
岱
霊
立

法
化
に
反
対
す
る
緊
急
連
絡

会
」
が
発
足
し
た
。
世
話
人
は
、

回
中
曽
美
子
、
堀
場
由
紹
子
、

丸
本
盲
合
子
、
岡
#
承
子
一
さ
一ん。

同
会
の
立
場
は
1
1

臓
器
移
績
賛
成
の
人
も
反
対

の
人
も
世
の
申
に
い
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
、
法
案
に
一
一
つ
の

重
大
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
い

う
。
①
「
臓
器
の
摘
出
」
の
項

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
場
合

に
家
族
(
遺
族
)
の
承
諾
で
よ

い
、
と
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の

2
点
だ
け
で
も
人
聞
の

文
化
社
会
の
根
本
に
か
か
わ
る

高
校
生
対
象
の
夏
の
旅

ちょっと待て
「臓器移殖法」

サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
・イ
ン
・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
開
催
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ことが晶ったら どんど九話割高して下さい@

電話 03(3343)1846
編集部 |
FAXω(3348)1890 

(揖3種郵恒物胞可)

公式謝罪と補償判決を

要望署名とカンパ協力呼びかけ

安奇号 f、 来斤 1'!n 

~〆

一一、町内一ー---戸 ー

国受を

， 
¥ 

〈月曜日〉

2層同おいい、3唇遠赤辱釜
IH(屯磁)加熱のハイパワーL

インバ ターの理f目的屯:火JJ
ます。しか

も、業界初の釧をはさんだ

3百jiii>Ji01'/.笠を保JfJ。な
べのillJ主差が少ない
ので、炊きムラの少な

L、おいしL、ごはんが依

きあがります。

.I~白

喝.... 

1994年 5月 30日

ロヨTICiER

(3 ) 

そ
う
で
す
。

• 
、
V
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歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
き
れ
い
に
す
れ
ば

歯
周
病
は
防
げ
ま
す
。

町、

¥¥_/ 

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
は
せ
ま
い
か
ら
、

川

①

匂

極

細

毛

の

ハ

ブ

ラ

シ

が

、

奥

ま

で

届

く

。

山

川

@

後

状

ハ

ミ

ガ

キ

が

、

す

ば

や

く

広

が

る

。

…

⑨

ん
デ

ン

タ

ル

リ

ン

ス

が

、

長

時

間

コ

ー

ト

す

る

。

川

3
つ
の
機
能
が
シ
ス
テ
ム
で
働
く

デ
ン
タ
!
シ
ス
テ
マ
、

LION 
は
、
入
閣
が
本
来
持
っ
て
い
る

H

生
命
へ
の
畏
怖
の
感
覚
H

を

切
り
捨
て
辛
っ
と
す
る
危
険
な

作
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
。

歯と歯ぐさのスキ問カ¥歯周ポケット。
歯垢がたまりやすく、放ってお〈と
貴症を起こし、歯周病につながりまT• 

• 「働周嗣"手鍋向尖"何/1.1炎令合む

備U，何〈・5の柑~\です.

で
き
ま
し
た
。

同
会
の
主
旨
に
質
問
す
る
人

は
、
左
毘
に
連
絡
キ
一。

干
閉
山
東
京
都
杉
並
区
下
井
草

2
川
印
刷
μ
向
井
承
子
宮

ω・

3

3
》

7
・
。
M
O
3
7
、
F
a

xm出

・
3
3
9
7
・
5
1
9

0
0
 

宋神道さんの想
いを全国に
l

「
み
や
ぎ
・
在
日
の
元
従
軍

慰
安
婦
裁
判
を
支
え
る
会
」
で

は
、
本
名
で
提
訴
に
踏
み
切
っ

た
、
在
日
の
元
従
軍
慰
安
婦

・

衆
神
道
さ
ん
の
『
公
式
謝
罪
と

補
旦
判
決
を
求
め
る
嬰
望
署

名
カ
ン
パ
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

宋
神
道
さ
ん
は
、
時
歳
(
1

2
5年
〕
の
時
関
さ
れ
て
、

お
歳
ま
で
慰
安
婦
を
強
要
さ
れ

ま
し
た
。
宋
さ
ん
が
提
訴
す
る

こ
と
に
し
た
の
は
、
「
あ
の
よ

う
な
冷
酷
な
戦
争
を
二
度
と
起

こ
し
て
は
な
ら
ん
、
私
の
ょ
っ

な
女
を
二
度
と
出
し
て
は
な
ら

ん
」
と
い
う
思
い
か
色
。

「
支
え
る
会
」
は
、
宍
さ
ん

が
戦
後
日
四
年
、
心
の
奥
底
に
し

ま
い
こ
ん
で
き
た

「慰
安
曾

と
し
て
の
苦
し
み

・
悔
し
さ
・

想
い
を
全
身
で
受
付
止
め
、
裁

判
に
勝
利
す
る
た
め
に
地
元
宮

減
の
有
志
が
集
ま
り
結
成
。
集

会
・
訴
状
学
習
会
・
裁
判
の
傍

聴
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。こ
の
裁
判
の
支
鐙
の
輸
を
全

国
的
な
規
模
に
広
げ
、
裁
判
の

賞
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、
是

非
、
皆
さ
ん
の
署
名
(
自
慢
-

m
方
名
)
カ
ン
パ
(
巨
額

・

1
0
0
0
万
円
)
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
。

署
名
の
集
約
時
期
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。

カ
ン
パ
の
送
金
先
・
郵
便
掻

笛

仙

台

1
1
1
9
7
1
7

「み
↓ゃ
ぎ

・
支
え
る
会
」

。
裏

の
通
信
側
に

「署
名
カ
ン
パ
」

と
明
配
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
同
会
古
/
F

a
x
m
・
2
1
3
・
9
5
2

0
(
ロ
時
l

，
凶
時
)
。
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さや
-

』'a‘. 
四
川

ち
な
み
に
、
フ
ォ
レ
・
ク
レ
ー
ル
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
策
の

E

E

安
心
ス
テ
ァ
プ
l
・
2
・
3
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
安
心
ス
テ
ッ
プ
1
・
2
-
3

J
H

①
頭
皮
を
清
潔
に

%

へ
ア
ヨ
ン
プ

(F
C
へ
ア
ケ
ア
ソ
司
ノ
)

M
1

創
世
と
頭
皮
、
全
身
に
や
さ
し
い
、
天
然
保
湿
因
子
H
N
M
F

M
H

(毛
髭
柔
軟
成
)
が
髭
に
浸
透
し
て
水
分
を
長
時
間
キ
1
プ
、

川
川

リ
ン
ス
・
ト
リ
l
ト
メ
ン
ト
の
プ
ロ
テ
ィ
ン
が
髭
を

一
本
一
本

U
P

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
特
に
ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
、
敏
感
肌
、
湿
疹

f
T
A

の
方
に
安
心
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ン
リ
ン
ス
タ
イ
プ
で
す
。

晶
乙

②
お
肌
に
う
る
お
い
を
与
え
る

E
H

化
粧
右
け
ん
(
F
C
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ソ
l
プ
)

島民、時

泡
切
れ
が
よ
く
石
け
ん
分
を
肌
に
残
し
ま
せ
ん
。
肌
の
不
純

e先
物
を
稽
と
し
な
が
ら
皮
脂
分
を
残
し
、
し
っ
と
り
し
た
状
態
に

E
、

保
ち
ま
す
。
乳
兜
の
全
身
や
頭
髭
に
も
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

・1
4

③
肌
ア
レ
や
乾
燥
か
ら
お
肌
を
{
寸
る

一
芯
プ
ィ
シ
ャ
ン
プ
(
F
C
ボ
テ
ィ
ケ
ア
ソ
ア
)

一
乾
燥
し
が
ち
な
肌
に
適
度
な
水
分
を
補
給
し
、
肌
に
う
る
お

一
い
を
と
り
戻
し
ま
す
。
天
然
成
分
が
飢
の
雑
菌
を
防
ぎ
ま
す
c

一
ま
ず
、
化
粧
右
け
ん
文
は
ボ
デ
ィ
シ
キ
ン
プ
l
の
い
ず
れ
か

と
、
へ
ア
シ
ャ
ン
プ
ー
の
組
合
せ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

8
0
0
0
円
以
上
お
買
い
求
め
頂
い
た
芹
に
は
天
黙
四
分
一円
δ
帯
、
裏

哩
化
駐
晶
3
調
布
献
し
セ
y
卜
を
先
省
印
各
閣
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

無
添
加
・
無
香
料
・
無
着
色
F-

歯閤ポケ'!)卜
(jii) 

翁周ボケッ

川川川川

山

川…

京
葉
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

一

川

東

南

ア

ジ

ア

と

の

国

際

交

流

ル

で

、

主

に

高

校

生

を

対

象

に

着

順

)

。

州

通

勤

へ

カ

ン

パ

を

お

願

い

し

酬
を
進
め
て
い
る
民
間
団
体
「
財
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
と
川
自
に
「
死
株
〈
脳
死
体
を
含
む
)
」
重
大
問
題
。
も
と
も
と
、
脳
死
同
会
で
は
、
国
会
で
の
内
容
ま
す
。
富
士
銀
行
飯
閏
橋
支
屋

川
団
法
人
京
葉
書
文
化
セ
ン
タ
立
博
物
館
、
ウ
ェ
ッ
ト

・
7

l

本

当

の

友

達

に

な

り

た

い

人

、

酬

と

し

て

、

脳

死

体

を

死

一

体

と

み

毒

値

は

別

個

に

論

蛾

さ

れ

ね

の

伴

っ

た

論

織

を

繰

り

広

げ

て

(

普

通

)

1

4

8

5

?

良品

川
l
」
(
K
C
E
C
)
で
は
、
8
ケ
ッ
ト
、
ボ
ロ
プ
ド
ー
ル
遺
跡
②
同
国
の
状
況
を
真
剣
に
学
び
川
な
し
て
い
る
と
ル
る
「
臓
器
提
ば
な
ら
な
い
テ
1
7
な
の
に
も
号
つ
国
会
議
員
へ
の
公
開
質
器
移
値
立
法
化
に
反
対
す
る

官

官

5

1

官

(

土

)

の

史

跡

巡

り

を

し

、

ク

リ

ス

チ

た

い

人

、

③

ツ

ア

l

期

間

中

他

川

供

の

承

諾

」

の

項

目

で

、

臓

器

。

「

E
ま
で
性
急
に
法
律
問
状
や
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
会
」

。
占
3
0
1
円
、
何

酬
の
日
程
で
、
第
四
日
回
東
南
ア
ジ
ャ
ン

・
ス

ク

ー

ル

、

イ

ス

ラ

ム

の

参

加

者

に

迷

惑

を

か

け

る

行

酬

を

提

供

す

る

人

の

生

前

の

恵

志

を

成

立

さ

せ

よ

う

と

す

る

の

ど

を

考

え

て

い

る

。

口
で
も
可
。

川
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
1
「
サ
マ
1
教
高
校
の
高
校
生
た
ち
と
遊
動
を
と
ち
な
い
責
任
感
の
あ
る
川
=
=
主
主
主
圭
呈
Z
E
E
-
三
一
三
喜
一
三
一
一
一
喜
一
一
三
=
一
三
三
喜
三
=
=
一
三
一
三
三
三
三
=
=
=
-
E
=
E
Z
E
=
=
三
三
三
喜
=
一
三
一
三
=
三
一
三
選
一
三
三
一
主
一
三
一
一
一
三
一
喜
一
一
一
三
一
=
皇
室
一
芸
=
=
=
芸
=
一
主
主
三
=
亘
書
主
主
主
主
=
=
至
宝
一
一
一
三
三
塁
一
一三一一一喜一三-ZE--一ZE--言一一三一三

目

川
ス
ク
ー
ル
イ
ン
イ
ン
ド
朱
び
、
話
し
合
い
ま
す
。
へ
と
い
う
の
が
参
加
資
格
で
川
1
1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

l

l

u

l

l

-

川

川
シ
ア
」
を
行
な
い
ま
す
o

参

加

費

用

は

お

方

8

1

す

。

山

川

刑

事

E劃
川

週

時

一

一世

目

立

リ

lm
山

川

H

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
室
面

・

円
(
+
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
川

↓

ノ

霊

1
4
l
雪
崩
4
2
7
F
川

川
文
化
・
整
官
を
肌
で
感
じ
、
イ
代
2
5
目
。
円
)
。
の
問
い
合
わ
せ

・
同

セ

ン

タ

ー

剛

一

j

剛

山
ン
ド
永一
シ
ア
の
人
と
童
話
申
し
込
み
締
切

6
月

官

官
0

4

i
・
叫
・
2
15
1

0

川

i

i

?

r

と

、

富

美

集

団

学

習

な

山

川
ろ
う
H

と
い
う
サ
マ
l
ス
ク
l
(
月
三
参
加
定
員
。
初

名

(

先

川

h

且
肱
翻
醐
醐
闘
闘
闘
関
開
閉
膨
Fr
ど
の
学
習
活
動
を
幅
広
く
と
ら
州

z
Z
E
E
-
E
=
一
三
=
喜
一
三
一言=三
一一
三
=
一
喜
一
三
重
喜
一
三
重
喜
一
三
喜
一
三
一
三
=
=
=
一
三
Z
E
-
-
=
=
一
三
=
-
Z
=
一
三
山
一
三
Z
E
-
-
-
E
i
-
-
=
一
三
=
=
=
一
三
喜
一
三
Z
E
E
-
=
=
一
三
=
=
一
=
=
一
三
一
一
三
三
一
三
=
-
Z
E
E
-
E
=
一
三
Z
E
E
-
川
弘
覇

瞳

轟

轟

購

瞳

曜

V

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
葉
山

1
1
1
1
1l
i

l
i

-

-

-

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l

川

来

毎

年

、

年

閣

の

優

れ

た

ジ

ャ

は

作

品

に

対

し

て

特

別

賞

を

贈

川

勘
聾
聾
溺
踊
踊
鰯
踊
錨
舗
髄
醐
翻
翻
輯
欝
w

発
表
の
も
の
で
あ
る
と
と
。
川

=亘書

E
E
喜

一
E
3
F目
、

〉

一
川

F

¥

l
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
対
し
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
川

輪

開

輔

輔

輔

輔

輔

醐

輔

輔

鰐

型
倍
め
康
稿
用
語
枚
程
川

章

一

重

量

一
政

法

参

加

へ

の

可

.
V
I
「
J
C
J
き
を
贈
っ
て
い
る
よ
聖
し
て
前
年
7
月
l
川

韓

溝

曜

嘩

諸

藩

覇

度
(
横
警
ワ
ー
プ
ロ
可
)
。
川

里里見
gaEEE-

-
・

l

・

t

・
-

1

4

4

1

1

一
川

'

A

'

温

見

が
、
と
と
し
も
別
記
の
一
候
補
作
白
か
ら
当
該
年
m
y
o
月
初
日
ま
川

掴
輔
'
骸
抑
制
踏
襲
容
器

w
E露
協

鱒

聾

研
究
テ
!
?
に
関
、
鉱
持
つ
人
剛

一

覇

基

一

様

一

テ

キ

ス

ト

目

T
F
を

湿

の

応

募

金

要

豪

め

て

喜

望

は

作

品

と

す

る

。

山

韓

器

購

覇

輔

壊

な
皇
で
も
応
募
で
き
ま
す
川

一
一
言
盟
一
一
一
一
回

一

・

1

:

'

1

1

d

l

日

3

古

い

る

。

議

室

応
募

・
器

に

川

襲

撃

酷

監

事

酷

睦

題

(
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
い
)
。
川

喜
一
-
重
量
一
E
E
-
-
-
-
ロ

「

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

L

州

居

眠

、

:

市
民
の
手
に
よ
っ
て
優
れ
た
あ
た
っ
て
は
活
動
内
奮
の
資
料
川

甜

醐

盟

関

闇

開

聞

聞

臨

醸

臨

鵬

曙

締
め
切
り
9
月
初
貝
金
)
州

一
一
一
重
量
一

「

財

団

雇

人

2

2

5

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

富

山

ヨ

ム

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事
を
顕
彰
ま
た
は
作

i
富

山

舗

盟

関

鞠

購

当
日
消
印
有
応
募
レ
ポ
l
川

一
亘
書
重
量
ア

A

会
」
で
は
、
昨
年
5
月
日
目
、
に
加
え
、
乙
の
4
国
の
越
挙
制
酬

"

陪

回

予

し
て
、
き
こ
い
と
し
て
、
だ
れ
由
を
添
え
て
6
月
末
日
ま
で
に
川

4
襲

醸

襲

霊

感

慰

霊

感

膿

理

ト
の
中
か
守
編
を
選
考
委
員
酬

.

亘

書

一

川

津
田
ホ
i
ル
で
開
催
の
需
川
度
、
豊
富
度
、
世
界
在
川

崎

賞

ス

で
も
加
応
?
郎
で
き
る
賞
に
J
C
J
露
局
に
提
出
す
る
。
山

d
灘

輔

鱒

麟

麟

噌

噛

句
会
が
選
考
し
、
m
月
末
皇
で
川

一
=
宮
量
一
一
号

室

生

市

年

記

念

シ

ン

ポ

ジ

5

2

7

ン

キ

ン

グ

な

γ

k

Y

2

5

2

で

候

補

作

議

室

H

賀

状

富

山

jj!

に
建
入
選
者
に
対
し
て
川

量
一
言

ZE---
‘
ン

ウ
ム
』
の
記
録
を
『
女
性
と
一
政
ど
の
一
7
1
タ
付
き
。
「
来
年
は
川

主

戸

1

葬
祭
し
て
い
る
。
忠
良
氏
制
作
ブ
ロ
ン
ズ
像
州
、
B
i
l
l
i
-
-
il

i
l
l
li
-
-
I
l
l
i
--
研
究
奨
励
金
と
し
て
却
一
月
円
が
酬

;

j

川

一一
重
一
一
量
一
ポ

治
|
進
出
へ
の
実
践
と
方
日
本
女
性
の
参
政
権
実
現
閃
川

主

要

ナ

〈
J
C
J
賞
応
募

推
薦

要

「

柏

」

、

富

5

f

厄

略

法

仔

国

閣

層

圏

」

出

ま

す

。

山

一一一一霊一一
三
一
一
日
日
臨
時
詩
一
一

応
一

言
l

ナ
リ
ス
喜
一
伊
丹
江
口
会
釦
間
関
出
品
三
耕
一
間
四

一
=
一
官
官
量
一
、

者
革
め
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
8キス
ト
と
し
て
川

刀

ヤ

隷
(
J
C
J
)
は
、
同
会
議
の
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
員
い
」
川
「
意
書
警
研
究
お
り
る

立
法
化
反
対
緊
急
連
絡
会
が
発
足

ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
や
荒
れ
肌
、
カ
サ
ツ
キ
、
敏
感
肌
、
湿

疹
な
と
の
悩
み
を
解
消
す
る
方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

す
っ
と
な
じ
ん
で
み
す
み
す
し
い
自
然
な
肌
に
戻
し
た
い

と
。
本
気
で
考
え
て
い
る
あ
な
た
へ
の
ピ
y

グ
ニ
ュ
ー
ス
F

しいスキンケア一一一
ガ
ン
コ
な
ア
ト
ピ
l
肌
、
皮
脂
分
が
少
な
く
い
つ
も
カ
サ
カ

サ
に
乾
燥
し
て
い
て
、
な
か
な
か
カ
ユ
ミ
が
取
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
肌
#
品
回
す
に
は
、
皮
脂
分
を
取
り
過
ぎ
ず
、
肌
に
い
つ

も
保
湿
成
分
を
補
給
す
る
乙
と
で
す
。
肌
の
汚
れ
だ
け
を
取
り

除
い
て
皮
指
分
は
残
す
。
カ
ユ
ミ
や
カ
サ
カ
サ
肌
、
湿
E
F
を
防

ぐ
な
ど
、
回
復
力
曲
目
か
な
潤
い
の
あ
R
E自
然
な
肌
を
と
り
戻
す

こ
と
を
容
易
に
し
た
の
が
、
高
級
な
夫
然
成
分
オ
ウ
ゴ
ン
エ
キ

ス
配
合
の
、
フ
ォ
レ
・
ク
レ
ー
ル
製
品
で
す
。

オ
ウ
ゴ
ン
エ
キ
ス
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
慢
性
漉
彦
、
消
炎
、

腫
物
等
の
生
損
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
他
、
化
桂
昌
へ
の
利

用
と
し
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
向
、
美
白
効
果
な
ど
で
注

目
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ

・
ク
レ
ー
ル
の
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
策
製
高
や
化
症

晶
は
、
生
薬
と
夫
然
の
成
分
だ
け
宇
昌
世
い
、
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
と

な
る
香
料
、
タ
ー
ル
系
色
索
、
厳
化
防
止
司
問
、
石
油
系
の
泊
分

や
乳
化
剤
、
殺
菌
剤
、
防
腐
剤
な
戸
あ
添
加
物
は

一
切
排
除
。

ア
ト
ピ
l
、
担
彦
肌
、
敏
感
肌
の
人
に
も
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

自
然
な
美
し
い
お
肌
を
取
り
戻
し
た
い
と
本
気
で
望
ん
で
い

る
あ
な
た
。
お
子
様
が
ア
ト
ピ
!
と
か
湿
疹
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
お
母
縁
。
ぜ
ひ
一
度
お
抵
し
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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真
の
自
由
を
生
き
る

〈月曜日〉

今
も
新
し
い
ら
い
て
う
の
思
想

11111川川川11111111川 "1

平
塚
ら
い
で
う
の
命
日
の
五
月
二
十
四
日
、
第
一
回
・
ら
い
て
-つ
忌

「
聞
こ
え
ま
ず
か
ら
い
て
、っ
か
ら
の
メ
ッ
セ
l

ど

が
東
京
・
平
駄
ヶ
谷
の
津
田
ホ
ー
ル
で
開
か

b
た
(主
催
・

平
海
ら
い
て
-つ
義

中骨
子

歪
Z
)

。
豆
盲
人
の
ホ
ル

は
満
員
の
盛
況
で
、
仕
濯
を
か
け
て
女
性
の
解
放
を
説
き
、
ム
召
集
み
ず
み
ず

L
く
新
レ
い

から
い
て
う
の
呼
び
か
け
た

も
の
H

に
思
い
を
寄
せ
ぺ

1994年 5月 30日

平
塚
ら
い
て
う
(
1
舟
耳
目
立
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

;
1
9
7
1
)
H
1
9
1
1
た
。

年
「
腎
絡
」
発
刊
H

一
冗
始
、
奥
村
博
史
と
の
共
同
生

女
従
は
太
陽
だ
っ
た
8

と
自
活
、
非
婚
の
母
で
話
題
を
ま

本
女
性
に
強
烈
な
女
性
の
自
き
、
母
性
保
護
論
争
、
生
協

運
動
等
幅
広
く
活
路
。

戦
後
は
世
界
平
和
ア
ピ
ー

ル
七
人
委
な
ど
平
和
運
動
の

先
頭
に
立
っ
た
。

安売~ ./'、来斤1'!n国

第
十
四
国
ヨ
臨

4
F岨回目
t-r
£

Oz-

-

-

V
包

R
I
'
E
Z
z
g
a句
E
E
J

、、ー‘、‘
4

、，

岡
山
大
助
教
授
白
井
浩
子
さ
ん

優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
女
性
る
作
用
物
質
は
、
神
経
組
織
内
と
き
、
故

・
金
合
晴
夫
博
士
の
色
一
現
職
に
。

科
学
者
に
贈
色
れ
ゑ
猿
僑
竺
の
G
B
S
(
生
殖
巣
刺
激
物
質
)
「
発
生
学
」
の
授
業
を
受
け
、
「
猿
橋
台
の
こ
と
は
第
一

第
十
四
国
の
受
賞
者
が
、
岡
山
で
あ
る
乙
と
を
つ
き
と
め
、
乙
感
銘
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
回
の
時
か
ら
知
っ
て
お
り
、
「
い

大
学
理
学
部
(
付
属
臨
海
実
験
の
ア
ミ
ノ
酸
醍
列
分
析
を
進
め
け
。
地
球
の
生
命
の
歴
史
で
あ
つ
か
こ
ん
な
貨
を
も
ら
え
た
ち

所
〉
助
教
授
・
白
井
浩
子
樽
士
て
い
る
。
る
発
生
現
象
に
一
生
を
か
け
よ
い
い
な
」
と
思
っ
た
と
と
も
あ

に
決
ま
っ
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
お
、

M
I
S
は
入
閣
の
卵
、
つ↑
と
思
っ
た
。
っ
た
が
、
研
究
に
、
没
頭
、
す
つ

な
っ
た
の
は
「
ヒ
ト
デ
の
排
卵
子
で
は
存
在
も
分
か
っ
て
お
ち
率
業
後
、
東
京
大
噌
島
津
研
か
り
忘
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
受

と
卵
成
熟
の
し
く
み
の
研
究
」
。
ず
生
命
誕
生
の
秘
密
は
奥
深
い
究
所
会
一
一崎
)
に
勤
め
、
金
谷
貨
を
「
本
当
に
光
栄
で
す
」
と

性
の
あ
る
生
物
は
卵
と
精
子
も
の
が
あ
る
レ
骨
つ
だ
。
陣
士
の
チ
1
ム
で
研
究
を
始
め
い
う
。

が

出

会

っ

て

生

箔

が

行

わ

れ

白

井

さ

ん

は

一

九

四

三

年

横

た

。

自

費

え

自

身
は
金
富
士

る
。
排
興
受
精
の
直
前
に
卵
浜
市
機
子
区
の
生
ま
れ
。
績
涙
ヒ
ト
デ
宇
居
間
い
生
殖
を
促
進
の
お
か
げ
で
事
抗
た
研
究
生

の
成
熟
が
起
こ
る
が
、
成
熟
の
市
立
大
学
理
学
部
生
物
科
草
す
る
ホ
ル
モ
ン
さ
が
し
。
以
来
活
を
法
っ
た
と
い
う
。
海
岸
研

一
歩
李
前
で
卵
母
細
胞
は
μ
休

業

。

三

十

年

近

く

、

H

ヒ
ト
デ
一
筋
d

も
基
礎
生
物
研
も
、
新
し
く
で

)
.
眠
d

の
状
態
に
な
る
。
乙
の
休
小
学
生
の
と
ろ
は
外
科
医
に
の
研
究
生
活
。
ニ
千
匹
の
ヒ
ト
き
た
と
と
ろ
で
働
き
や
す
か
っ

阿一

眠
状
態
を
破
る
「
卵
成
熟
誘
起
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
デ
を
使
い
、
培
養
液
盲
れ
を
作
た
。
し
か
し
「
海
津
研
で
は
ず
っ

笠

物
竺
(
M
I
S
)
の
存
在
を
、
予
防
が
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
る
。
朝
か
ち
晩
ま
で
作
業
し
て
と
、
技
官
、
基
礎
生
物
研
は
助

制一

ヒ
ト
デ
を
使
っ
て
初
め
て
発
大
学
で
は
生
物
学
を
専
攻
し
青
山
作
る
の
に
四
か
月
以
上
か
手
、
早
五
歳
で
初
め
て
助
教

珊一

見
し
、
構
造
を
切
り
か
に
し
た
。
え
し
か
し
本
格
的
に
研
究
者
か
る
。
と
れ
を
精
製
し
て
取
っ
授
。
公
平
に
見
て
、
男
性
ル
託

嶋
一さ
ら
に
M
I
S
を
生
合
成
さ
せ
を
志
し
た
の
は
、
大
学
一
一
一
年
の
た
ホ
ル
モ
ン
が
わ
ず
か
一
ミ
リ
ベ
た
ち
、
は
る
か
に
待
遇
が
悪

句
。
「
肉
体
労
働
で
す
よ
」
と
い
と
思
い
ま
す
」
。

い

う

。

「

日

本

の

動

物

学

者

二

千

五

一
九
七
七
年
岡
崎
国
立
共
同
百
二
十
二
人
中
、
女
性
は
三
百

世
研
究
機
喜
語
学
研
究
所
一
宇
八
人
、
二
ニ
傷
。
岡
山
大

併

助
手
。
一
九
八
四
年
、
共
同
研
理
学
部
教
授

・
助
教
授
・
講
師

叫

究
者
で
あ
り
、
研
究
の
指
導
者
六
十
人
中
女
は
三
人
。
異
常
に

閣

で
あ
る
金
谷
博
士
が
亡
く
な
る
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
学
生

!

が
、
会
合
得
士
の
先
輩
で
あ
る
は
今
、
生
物
学
で
も
女
子
の
ほ

岡
山
大
・
理
学
部
臨
海
実
験
所
う
が
男
子
よ
り
坦
え
ま
し
た
。

所
長
の
ヒ
キ
で
一
九
八
八
年
か
し
か
し
、
就
職
は
実
に
厳
し
い

第 1065雪

科
学
性
も
倫
理
も
な
し
f
皮
下
埋
込
避
妊
薬
試
験
に

問
題
あ
り
1

1

1
イ
ン
ド

第 1065号

こ
の
国
会
で
臓
器
移
植
法
が

成
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
5

月
下
旬
に
審
議
、
ほ
と
ん
ど
時

間
も
な
い
中
で
決
ま
っ
て
し
ま

い
そ
う
と
い
う
。
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
。
そ
ん
な
こ
と
で
と
ん
な

軍
大
な
問
題
を
決
め
て
い
い
の

ー
と
「
臓
器
移
植
の
岱
霊
立

法
化
に
反
対
す
る
緊
急
連
絡

会
」
が
発
足
し
た
。
世
話
人
は
、

回
中
曽
美
子
、
堀
場
由
紹
子
、

丸
本
盲
合
子
、
岡
#
承
子
一
さ
一ん。

同
会
の
立
場
は
1
1

臓
器
移
績
賛
成
の
人
も
反
対

の
人
も
世
の
申
に
い
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
、
法
案
に
一
一
つ
の

重
大
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
い

う
。
①
「
臓
器
の
摘
出
」
の
項

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
場
合

に
家
族
(
遺
族
)
の
承
諾
で
よ

い
、
と
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の

2
点
だ
け
で
も
人
聞
の

文
化
社
会
の
根
本
に
か
か
わ
る

高
校
生
対
象
の
夏
の
旅

ちょっと待て
「臓器移殖法」

サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
・イ
ン
・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
開
催

みんなのペ ジです.書いたいことや、知らせたい
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そ
う
で
す
。

• 
、
V

号、、
、

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
き
れ
い
に
す
れ
ば

歯
周
病
は
防
げ
ま
す
。

町、

¥¥_/ 

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
は
せ
ま
い
か
ら
、

川

①

匂

極

細

毛

の

ハ

ブ

ラ

シ

が

、

奥

ま

で

届

く

。

山

川

@

後

状

ハ

ミ

ガ

キ

が

、

す

ば

や

く

広

が

る

。

…

⑨

ん
デ

ン

タ

ル

リ

ン

ス

が

、

長

時

間

コ

ー

ト

す

る

。

川

3
つ
の
機
能
が
シ
ス
テ
ム
で
働
く

デ
ン
タ
!
シ
ス
テ
マ
、

LION 
は
、
入
閣
が
本
来
持
っ
て
い
る

H

生
命
へ
の
畏
怖
の
感
覚
H

を

切
り
捨
て
辛
っ
と
す
る
危
険
な

作
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
。

歯と歯ぐさのスキ問カ¥歯周ポケット。
歯垢がたまりやすく、放ってお〈と
貴症を起こし、歯周病につながりまT• 

• 「働周嗣"手鍋向尖"何/1.1炎令合む

備U，何〈・5の柑~\です.

で
き
ま
し
た
。

同
会
の
主
旨
に
質
問
す
る
人

は
、
左
毘
に
連
絡
キ
一。

干
閉
山
東
京
都
杉
並
区
下
井
草

2
川
印
刷
μ
向
井
承
子
宮

ω・

3

3
》

7
・
。
M
O
3
7
、
F
a

xm出

・
3
3
9
7
・
5
1
9

0
0
 

宋神道さんの想
いを全国に
l

「
み
や
ぎ
・
在
日
の
元
従
軍

慰
安
婦
裁
判
を
支
え
る
会
」
で

は
、
本
名
で
提
訴
に
踏
み
切
っ

た
、
在
日
の
元
従
軍
慰
安
婦

・

衆
神
道
さ
ん
の
『
公
式
謝
罪
と

補
旦
判
決
を
求
め
る
嬰
望
署

名
カ
ン
パ
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

宋
神
道
さ
ん
は
、
時
歳
(
1

2
5年
〕
の
時
関
さ
れ
て
、

お
歳
ま
で
慰
安
婦
を
強
要
さ
れ

ま
し
た
。
宋
さ
ん
が
提
訴
す
る

こ
と
に
し
た
の
は
、
「
あ
の
よ

う
な
冷
酷
な
戦
争
を
二
度
と
起

こ
し
て
は
な
ら
ん
、
私
の
ょ
っ

な
女
を
二
度
と
出
し
て
は
な
ら

ん
」
と
い
う
思
い
か
色
。

「
支
え
る
会
」
は
、
宍
さ
ん

が
戦
後
日
四
年
、
心
の
奥
底
に
し

ま
い
こ
ん
で
き
た

「慰
安
曾

と
し
て
の
苦
し
み

・
悔
し
さ
・

想
い
を
全
身
で
受
付
止
め
、
裁

判
に
勝
利
す
る
た
め
に
地
元
宮

減
の
有
志
が
集
ま
り
結
成
。
集

会
・
訴
状
学
習
会
・
裁
判
の
傍

聴
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。こ
の
裁
判
の
支
鐙
の
輸
を
全

国
的
な
規
模
に
広
げ
、
裁
判
の

賞
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、
是

非
、
皆
さ
ん
の
署
名
(
自
慢
-

m
方
名
)
カ
ン
パ
(
巨
額

・

1
0
0
0
万
円
)
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
。

署
名
の
集
約
時
期
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。

カ
ン
パ
の
送
金
先
・
郵
便
掻

笛

仙

台

1
1
1
9
7
1
7

「み
↓ゃ
ぎ

・
支
え
る
会
」

。
裏

の
通
信
側
に

「署
名
カ
ン
パ
」

と
明
配
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
同
会
古
/
F

a
x
m
・
2
1
3
・
9
5
2

0
(
ロ
時
l

，
凶
時
)
。
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問

卜にシステムで働く
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さや
-

』'a‘. 
四
川

ち
な
み
に
、
フ
ォ
レ
・
ク
レ
ー
ル
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
策
の

E

E

安
心
ス
テ
ァ
プ
l
・
2
・
3
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
安
心
ス
テ
ッ
プ
1
・
2
-
3

J
H

①
頭
皮
を
清
潔
に

%

へ
ア
ヨ
ン
プ

(F
C
へ
ア
ケ
ア
ソ
司
ノ
)

M
1

創
世
と
頭
皮
、
全
身
に
や
さ
し
い
、
天
然
保
湿
因
子
H
N
M
F

M
H

(毛
髭
柔
軟
成
)
が
髭
に
浸
透
し
て
水
分
を
長
時
間
キ
1
プ
、

川
川

リ
ン
ス
・
ト
リ
l
ト
メ
ン
ト
の
プ
ロ
テ
ィ
ン
が
髭
を

一
本
一
本

U
P

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
特
に
ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
、
敏
感
肌
、
湿
疹

f
T
A

の
方
に
安
心
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ン
リ
ン
ス
タ
イ
プ
で
す
。

晶
乙

②
お
肌
に
う
る
お
い
を
与
え
る

E
H

化
粧
右
け
ん
(
F
C
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ソ
l
プ
)

島民、時

泡
切
れ
が
よ
く
石
け
ん
分
を
肌
に
残
し
ま
せ
ん
。
肌
の
不
純

e先
物
を
稽
と
し
な
が
ら
皮
脂
分
を
残
し
、
し
っ
と
り
し
た
状
態
に

E
、

保
ち
ま
す
。
乳
兜
の
全
身
や
頭
髭
に
も
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

・1
4

③
肌
ア
レ
や
乾
燥
か
ら
お
肌
を
{
寸
る

一
芯
プ
ィ
シ
ャ
ン
プ
(
F
C
ボ
テ
ィ
ケ
ア
ソ
ア
)

一
乾
燥
し
が
ち
な
肌
に
適
度
な
水
分
を
補
給
し
、
肌
に
う
る
お

一
い
を
と
り
戻
し
ま
す
。
天
然
成
分
が
飢
の
雑
菌
を
防
ぎ
ま
す
c

一
ま
ず
、
化
粧
右
け
ん
文
は
ボ
デ
ィ
シ
キ
ン
プ
l
の
い
ず
れ
か

と
、
へ
ア
シ
ャ
ン
プ
ー
の
組
合
せ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

8
0
0
0
円
以
上
お
買
い
求
め
頂
い
た
芹
に
は
天
黙
四
分
一円
δ
帯
、
裏

哩
化
駐
晶
3
調
布
献
し
セ
y
卜
を
先
省
印
各
閣
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

無
添
加
・
無
香
料
・
無
着
色
F-

歯閤ポケ'!)卜
(jii) 

翁周ボケッ

川川川川

山

川…

京
葉
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

一

川

東

南

ア

ジ

ア

と

の

国

際

交

流

ル

で

、

主

に

高

校

生

を

対

象

に

着

順

)

。

州

通

勤

へ

カ

ン

パ

を

お

願

い

し

酬
を
進
め
て
い
る
民
間
団
体
「
財
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
と
川
自
に
「
死
株
〈
脳
死
体
を
含
む
)
」
重
大
問
題
。
も
と
も
と
、
脳
死
同
会
で
は
、
国
会
で
の
内
容
ま
す
。
富
士
銀
行
飯
閏
橋
支
屋

川
団
法
人
京
葉
書
文
化
セ
ン
タ
立
博
物
館
、
ウ
ェ
ッ
ト

・
7

l

本

当

の

友

達

に

な

り

た

い

人

、

酬

と

し

て

、

脳

死

体

を

死

一

体

と

み

毒

値

は

別

個

に

論

蛾

さ

れ

ね

の

伴

っ

た

論

織

を

繰

り

広

げ

て

(

普

通

)

1

4

8

5

?

良品

川
l
」
(
K
C
E
C
)
で
は
、
8
ケ
ッ
ト
、
ボ
ロ
プ
ド
ー
ル
遺
跡
②
同
国
の
状
況
を
真
剣
に
学
び
川
な
し
て
い
る
と
ル
る
「
臓
器
提
ば
な
ら
な
い
テ
1
7
な
の
に
も
号
つ
国
会
議
員
へ
の
公
開
質
器
移
値
立
法
化
に
反
対
す
る

官

官

5

1

官

(

土

)

の

史

跡

巡

り

を

し

、

ク

リ

ス

チ

た

い

人

、

③

ツ

ア

l

期

間

中

他

川

供

の

承

諾

」

の

項

目

で

、

臓

器

。

「

E
ま
で
性
急
に
法
律
問
状
や
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
会
」

。
占
3
0
1
円
、
何

酬
の
日
程
で
、
第
四
日
回
東
南
ア
ジ
ャ
ン

・
ス

ク

ー

ル

、

イ

ス

ラ

ム

の

参

加

者

に

迷

惑

を

か

け

る

行

酬

を

提

供

す

る

人

の

生

前

の

恵

志

を

成

立

さ

せ

よ

う

と

す

る

の

ど

を

考

え

て

い

る

。

口
で
も
可
。

川
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
1
「
サ
マ
1
教
高
校
の
高
校
生
た
ち
と
遊
動
を
と
ち
な
い
責
任
感
の
あ
る
川
=
=
主
主
主
圭
呈
Z
E
E
-
三
一
三
喜
一
三
一
一
一
喜
一
一
三
=
一
三
三
喜
三
=
=
一
三
一
三
三
三
三
=
=
=
-
E
=
E
Z
E
=
=
三
三
三
喜
=
一
三
一
三
=
三
一
三
選
一
三
三
一
主
一
三
一
一
一
三
一
喜
一
一
一
三
一
=
皇
室
一
芸
=
=
=
芸
=
一
主
主
三
=
亘
書
主
主
主
主
=
=
至
宝
一
一
一
三
三
塁
一
一三一一一喜一三-ZE--一ZE--言一一三一三

目

川
ス
ク
ー
ル
イ
ン
イ
ン
ド
朱
び
、
話
し
合
い
ま
す
。
へ
と
い
う
の
が
参
加
資
格
で
川
1
1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

l

l

u

l

l

-

川

川
シ
ア
」
を
行
な
い
ま
す
o

参

加

費

用

は

お

方

8

1

す

。

山

川

刑

事

E劃
川

週

時

一

一世

目

立

リ

lm
山

川

H

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
室
面

・

円
(
+
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
川

↓

ノ

霊

1
4
l
雪
崩
4
2
7
F
川

川
文
化
・
整
官
を
肌
で
感
じ
、
イ
代
2
5
目
。
円
)
。
の
問
い
合
わ
せ

・
同

セ

ン

タ

ー

剛

一

j

剛

山
ン
ド
永一
シ
ア
の
人
と
童
話
申
し
込
み
締
切

6
月

官

官
0

4

i
・
叫
・
2
15
1

0

川

i

i

?

r

と

、

富

美

集

団

学

習

な

山

川
ろ
う
H

と
い
う
サ
マ
l
ス
ク
l
(
月
三
参
加
定
員
。
初

名

(

先

川

h

且
肱
翻
醐
醐
闘
闘
闘
関
開
閉
膨
Fr
ど
の
学
習
活
動
を
幅
広
く
と
ら
州

z
Z
E
E
-
E
=
一
三
=
喜
一
三
一言=三
一一
三
=
一
喜
一
三
重
喜
一
三
重
喜
一
三
喜
一
三
一
三
=
=
=
一
三
Z
E
-
-
=
=
一
三
=
-
Z
=
一
三
山
一
三
Z
E
-
-
-
E
i
-
-
=
一
三
=
=
=
一
三
喜
一
三
Z
E
E
-
=
=
一
三
=
=
一
=
=
一
三
一
一
三
三
一
三
=
-
Z
E
E
-
E
=
一
三
Z
E
E
-
川
弘
覇

瞳

轟

轟

購

瞳

曜

V

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
葉
山

1
1
1
1
1l
i

l
i

-

-

-

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l

川

来

毎

年

、

年

閣

の

優

れ

た

ジ

ャ

は

作

品

に

対

し

て

特

別

賞

を

贈

川

勘
聾
聾
溺
踊
踊
鰯
踊
錨
舗
髄
醐
翻
翻
輯
欝
w

発
表
の
も
の
で
あ
る
と
と
。
川

=亘書

E
E
喜

一
E
3
F目
、

〉

一
川

F

¥

l
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
対
し
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
川

輪

開

輔

輔

輔

輔

輔

醐

輔

輔

鰐

型
倍
め
康
稿
用
語
枚
程
川

章

一

重

量

一
政

法

参

加

へ

の

可

.
V
I
「
J
C
J
き
を
贈
っ
て
い
る
よ
聖
し
て
前
年
7
月
l
川

韓

溝

曜

嘩

諸

藩

覇

度
(
横
警
ワ
ー
プ
ロ
可
)
。
川

里里見
gaEEE-

-
・

l

・

t

・
-

1

4

4

1

1

一
川

'

A

'

温

見

が
、
と
と
し
も
別
記
の
一
候
補
作
白
か
ら
当
該
年
m
y
o
月
初
日
ま
川

掴
輔
'
骸
抑
制
踏
襲
容
器

w
E露
協

鱒

聾

研
究
テ
!
?
に
関
、
鉱
持
つ
人
剛

一

覇

基

一

様

一

テ

キ

ス

ト

目

T
F
を

湿

の

応

募

金

要

豪

め

て

喜

望

は

作

品

と

す

る

。

山

韓

器

購

覇

輔

壊

な
皇
で
も
応
募
で
き
ま
す
川

一
一
言
盟
一
一
一
一
回

一

・

1

:

'

1

1

d

l

日

3

古

い

る

。

議

室

応
募

・
器

に

川

襲

撃

酷

監

事

酷

睦

題

(
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
い
)
。
川

喜
一
-
重
量
一
E
E
-
-
-
-
ロ

「

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

L

州

居

眠

、

:

市
民
の
手
に
よ
っ
て
優
れ
た
あ
た
っ
て
は
活
動
内
奮
の
資
料
川

甜

醐

盟

関

闇

開

聞

聞

臨

醸

臨

鵬

曙

締
め
切
り
9
月
初
貝
金
)
州

一
一
一
重
量
一

「

財

団

雇

人

2

2

5

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

富

山

ヨ

ム

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事
を
顕
彰
ま
た
は
作

i
富

山

舗

盟

関

鞠

購

当
日
消
印
有
応
募
レ
ポ
l
川

一
亘
書
重
量
ア

A

会
」
で
は
、
昨
年
5
月
日
目
、
に
加
え
、
乙
の
4
国
の
越
挙
制
酬

"

陪

回

予

し
て
、
き
こ
い
と
し
て
、
だ
れ
由
を
添
え
て
6
月
末
日
ま
で
に
川

4
襲

醸

襲

霊

感

慰

霊

感

膿

理

ト
の
中
か
守
編
を
選
考
委
員
酬

.

亘

書

一

川

津
田
ホ
i
ル
で
開
催
の
需
川
度
、
豊
富
度
、
世
界
在
川

崎

賞

ス

で
も
加
応
?
郎
で
き
る
賞
に
J
C
J
露
局
に
提
出
す
る
。
山

d
灘

輔

鱒

麟

麟

噌

噛

句
会
が
選
考
し
、
m
月
末
皇
で
川

一
=
宮
量
一
一
号

室

生

市

年

記

念

シ

ン

ポ

ジ

5

2

7

ン

キ

ン

グ

な

γ

k

Y

2

5

2

で

候

補

作

議

室

H

賀

状

富

山

jj!

に
建
入
選
者
に
対
し
て
川

量
一
言

ZE---
‘
ン

ウ
ム
』
の
記
録
を
『
女
性
と
一
政
ど
の
一
7
1
タ
付
き
。
「
来
年
は
川

主

戸

1

葬
祭
し
て
い
る
。
忠
良
氏
制
作
ブ
ロ
ン
ズ
像
州
、
B
i
l
l
i
-
-
il

i
l
l
li
-
-
I
l
l
i
--
研
究
奨
励
金
と
し
て
却
一
月
円
が
酬

;

j

川

一一
重
一
一
量
一
ポ

治
|
進
出
へ
の
実
践
と
方
日
本
女
性
の
参
政
権
実
現
閃
川

主

要

ナ

〈
J
C
J
賞
応
募

推
薦

要

「

柏

」

、

富

5

f

厄

略

法

仔

国

閣

層

圏

」

出

ま

す

。

山

一一一一霊一一
三
一
一
日
日
臨
時
詩
一
一

応
一

言
l

ナ
リ
ス
喜
一
伊
丹
江
口
会
釦
間
関
出
品
三
耕
一
間
四

一
=
一
官
官
量
一
、

者
革
め
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
8キス
ト
と
し
て
川

刀

ヤ

隷
(
J
C
J
)
は
、
同
会
議
の
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
員
い
」
川
「
意
書
警
研
究
お
り
る

立
法
化
反
対
緊
急
連
絡
会
が
発
足

ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
や
荒
れ
肌
、
カ
サ
ツ
キ
、
敏
感
肌
、
湿

疹
な
と
の
悩
み
を
解
消
す
る
方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

す
っ
と
な
じ
ん
で
み
す
み
す
し
い
自
然
な
肌
に
戻
し
た
い

と
。
本
気
で
考
え
て
い
る
あ
な
た
へ
の
ピ
y

グ
ニ
ュ
ー
ス
F

しいスキンケア一一一
ガ
ン
コ
な
ア
ト
ピ
l
肌
、
皮
脂
分
が
少
な
く
い
つ
も
カ
サ
カ

サ
に
乾
燥
し
て
い
て
、
な
か
な
か
カ
ユ
ミ
が
取
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
肌
#
品
回
す
に
は
、
皮
脂
分
を
取
り
過
ぎ
ず
、
肌
に
い
つ

も
保
湿
成
分
を
補
給
す
る
乙
と
で
す
。
肌
の
汚
れ
だ
け
を
取
り

除
い
て
皮
指
分
は
残
す
。
カ
ユ
ミ
や
カ
サ
カ
サ
肌
、
湿
E
F
を
防

ぐ
な
ど
、
回
復
力
曲
目
か
な
潤
い
の
あ
R
E自
然
な
肌
を
と
り
戻
す

こ
と
を
容
易
に
し
た
の
が
、
高
級
な
夫
然
成
分
オ
ウ
ゴ
ン
エ
キ

ス
配
合
の
、
フ
ォ
レ
・
ク
レ
ー
ル
製
品
で
す
。

オ
ウ
ゴ
ン
エ
キ
ス
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
慢
性
漉
彦
、
消
炎
、

腫
物
等
の
生
損
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
他
、
化
桂
昌
へ
の
利

用
と
し
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
向
、
美
白
効
果
な
ど
で
注

目
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ

・
ク
レ
ー
ル
の
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
策
製
高
や
化
症

晶
は
、
生
薬
と
夫
然
の
成
分
だ
け
宇
昌
世
い
、
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
と

な
る
香
料
、
タ
ー
ル
系
色
索
、
厳
化
防
止
司
問
、
石
油
系
の
泊
分

や
乳
化
剤
、
殺
菌
剤
、
防
腐
剤
な
戸
あ
添
加
物
は

一
切
排
除
。

ア
ト
ピ
l
、
担
彦
肌
、
敏
感
肌
の
人
に
も
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

自
然
な
美
し
い
お
肌
を
取
り
戻
し
た
い
と
本
気
で
望
ん
で
い

る
あ
な
た
。
お
子
様
が
ア
ト
ピ
!
と
か
湿
疹
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
お
母
縁
。
ぜ
ひ
一
度
お
抵
し
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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〈月曜日〉

集
団
検
診
・

日0
 
3
 
月5
一
旧
ソ
連
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

手
一
一
原
発
事
故
か
ら
八
年
。
風
下
で

ド
一
放
射
能
汚
染
の
ひ
ど
か
っ
た
べ

9
一
ラ
ル
l
シ
共
和
国
ゴ
メ
リ
州

9
一
で
、
五
月
五
日
l
七
日
ま
で
住

1
一
民
参
加
の
調
査
報
告
会
と
専
門

一
家
会
識
を
開
い
た
民
閣
の
「
日

一
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基

一金」
(J
C
F
日
本
部
事
務
局

・

モスクワ• 
安清 f、来斤陪胃全国

トリトアム国
(第3種郵便物隠可)

居眠近
、
庭
木
と
し
て
月
桂

樹
を
植
-
え
る
人
が
増
-
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
乙
の
樹
の
葉

を
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

(仏
名
で

ロ
i
リ
エ
)
と
い
い
、
ス
パ

イ
ス
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
乾
燥
す

る
と
香
り
が
強
く
な
る
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
乾
爆
し

で
も
、
香
り
成
分
は
増
え
ま

せ
ん
。
生
の
葉
に
含
ま
れ
る

青
臭
い
成
分
が
、
乾
燥
す
る

日

本

チ

yし住職
)
さ
ん
ら
が
九
O
年
九
月
独
自
の
デ
l
タ
を
収
集
、
文
化

に
設
立
。
九
一
年
か
ら
医
薬
品
宍
流
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
支

や
医
療
機
器
の
援
助
、
現
地
で
捜
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

の
集
団
検
診
、
環
境
汚
染
調
査
こ
れ
ま
で
二
十
一
回
の
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

団
を
送
り
、
ゴ
メ
リ
州
・
チ
ェ

メ
ン
バ
ー
に
は
医
学
、
物
理
チ
ェ
ル
ス
ク
で
三
年
間
行
っ
て

学
分
野
の
専
門
家
が
加
わ
っ
て
が
る
検
診
で
精
密
検
査
の
必
要

お
り
、
現
地
調
査
や
そ
れ
を
フ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も

ォ
ロ
ー
す
る
日
本
で
の
調
査
で
の
う
ち
二
十
数
名
を
日
本
に
迎

ぇ
、
信
州
大
医
学
部
で
受
診
さ

せ
た
。
ま
た
ベ
ラ
ル
l
シ
の
若

い
医
師
二
人
が
同
医
学
部
で
研

修
す
る
な
ど
、
物
的

・
人
的
支

環
か
三
年
間
で
一着
実
に
広
が
っ

て
い
る
。

今
回
行
わ
れ
た
調
査
報
告

会
、
専
門
家
会
識
は
こ
れ
ま
で

の
検
診
や
調
査
の
結
果
を
住
民

に
報
告
H

フ
ィ
ー
ド

・
パ
ッ
ク
H

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
「
た

く
さ
ん
の
学
者
や
支
援
団
体
が

調
査
に
来
る
が
、
地
域
住
民
は

情
報
が
少
な
く
、
事
実
が
伝
え

ら
れ
な
く
て
不
安
が
っ
て
い

る
。
被
災
当
事
者
で
あ
る
住
民

に
こ
そ
デ
l
タ
の
公
聞
が
必

要
」
と
支
援
当
初
か
ら
予
定
し

て
い
た
と
言
う
。

報
告
会
は
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク

の
文
化
宮
殿
で
行
わ
れ
た
。
チ

ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
か
ら
直
線
距
離
で
約
百
七

十キ
ロ
肘
北
東
に
位
置
す
る
。
黒

海
方
面
か
ら
吹
く
春
風
に
乗
っ

て
、
大
量
の
放
射
能
性
物
質
が

降
っ
た
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
(高

こ
と
で
蒸
発
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
こ
の
樹
は
、
一
年
中
葉
を

つ
け
て
い
る
常
緑
樹
。
ス
パ

イ
ス
と
し
て
使
つ
に
は
、
開

花
す
る
6
1
7月
頃
に
探
取

し
、
乾
爆
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

今
回
は
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の

使
用
効
果
を
高
め
た
、
ビ
ー

フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
で
す
。

〈か
ん
た
ん
ビ
l
フ
ス
卜

ロ
ガ
ノ
フ
)

【
材
料
】

(4
人
分
)

牛
ヒ
レ
肉
:
・
別

g
、
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
・:
小
さ
じ

凶
、
パ
プ
リ
カ
・・・
大
さ
じ
凶
、

エ

松
本
市
)
事
務
局
畳
・
高
橋
卓

志
さ
ん
の
報
告
会
が
二
十
日
、

早
稲
田
奉
仕
圃
で
開
か
れ
た
。

J
C
F
は
「
汚
染
地
区
の
子

ど
も
た
ち
に
放
射
能
障
害
が
広

が
っ
て
い
る
」
と
い
う
、
モ
ス

ク
ワ
の
知
人
か
ろ
の
S
O
Sを

受
目
、
鎌
田
賀
(
理
事
長
・
諏

訪
病
院
長
)
、
高
橋
(
神
宮
寺

事故による放身扮E汚染の状況(岩波ブックレッ卜 NO.308~チェ JL-ノブイリの子ども

たち.!l)より。円内は高橋さん

‘・5、・1、ら‘.，'，・1ぜ
・.一

題・
:
小
さ
じ
均
、
赤
ワ
イ
ン

:
・
大
さ
じ
l
、
パ
タ
l
・:
大

さ
じ
l
、
油
:
・
大
さ
じ
l
、

玉
ね
ぎ
(
中
)
:
・凶
個
、
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
:・

mg、
ト

zuusds 

第 1065号

マ
ト
ペ
ー
ス
ト
:
大
さ
じ

l
、
生
ク
リ
ー
ム
・・

川
g
、

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・2
枚
、
ナ

ツ
メ
グ
・:
小
さ
じ
凶
、
ブ
イ

ヨ
ン
:
凶
C
、
パ
タ
l
・:大

さ
じ
2
【
作
り
方
】

①
牛
肉
は
厚
さ
2
m
、
7

1
8
m
の
長
さ
に
切
り
、
塩
、

砂138‘

j
s
J
/

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

1
、
パ
プ
リ

/

カ
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

戸

i
J

/

リ

②
玉
ね
ぎ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル

:べ

/

て

l
ム
は
み
じ
ん
切
り
。

{f

m

③
鍋
に
パ
タ
!
大
さ
じ

?

に

l
、
油
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

(
l

v
ぃ

~

一
し
枚
)
を
入
れ
火
を
つ
け
、

①

¥

イ

の
肉
を
強
火
で
表
面
だ
け
を

川
市
焼
き
、
ワ
イ
ン
を
加
え
、
ワ

イ
ン
の
香
り
が
と
ん
だ
ら
、

肉
と
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
ボ
ウ

ル
に
取
り
出
す
。

④
同
じ
鍋
の
余
分
な
油
を

捨
て
、
パ
タ
l
、
も
う
l
枚

の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
入
れ

て
、
た
ま
ね
ぎ
を
妙
め
、
ス

パ
イ
ス
類
を
加
え
て
さ
ら
に

妙
め
、
香
り
が
出
た
ち
、
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
、
ト
マ
ト
ペ
ー

ス
ト
を
入
れ
、
さ
ら
に
妙
め

る
。
ブ
イ
ヨ
ン
、
生
ク
リ
ー

ム
を
加
-え
叩
分
程
度
煮
込
み

味
を
調
-える
。

本
サ
フ
ラ
ン
パ
タ
l
ラ
イ

ス
、
ピ
ラ
フ
な
ど
に
添
え
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。

〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
2
固
に

分
目
て
使
う
と
と
で
、
よ
り

効
果
的
に
な
り
ま
す
。
牛
肉

は
、
厚
み
の
あ
る
焼
き
肉
用

で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
手
軽

に
で
き
る
一
品
で
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
白
子
研
宮
刑
/
料
理
指
導

.
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

)

タ
イ
の
巻
⑫

「
プ
ラ
l
・
ブ
γ
ク
(
ナ

マ
ズ
の
仲
間
)
は
大
味
で
、

美
味
し
く
な
い
ね
え
」
と
A

さ
ん
に
言
っ
た
ら
、
「
そ
れ

は
料
理
の
仕
方
が
悪
い
か
ら

よ
。
私
の
知
っ
て
い
る
庖
は

美
味
し
い
わ
」
と
一
言
の
も

と
に
反
論
さ
れ
た
。
い
つ
も

こ
う
い
う
時
思
う
の
だ
け

ど
、
タ
イ
人
は
一
人
、
一
人

「
自
分
の
味
」
を
持
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
例
え
ば
十
人
の

タ
イ
人
に
美
味
し
い
庖
の
名

を
尋
ね
る
と
十
人
が
十
人
遭

う
屈
の
名
を
教
え
て
く
れ

る
。
自
分
の
ロ
に
合
わ
な
い

屈
は
誰
が
な
ん
と
言
お
、
つ
が

「
マ
ズ
イ
庄
だ
と
主
彊
す

る
。
そ
b
て
「
私
の
知
っ
て

い
る
も
っ
と
美
味
し
い
屈
に

案
内
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
い

う
と
と
に
な
る
。

作
り
手
の
方
も
「
と
の
味

は
絶
対
HH
」
と
は
言
わ
な
い
。

乙
の
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
家

庭
の
食
卓
に
は
必
ず
調
味
料

セ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ナ
ム
プ
ラ
l
(魚
醤
)
、

酢
酒
廿
唐
辛
子
、
粉
眉
辛
子
、

砂
糖
で
あ
る
。
食
べ
る
人
が

乙
の
調
味
料
を
塩
梅
し
て
自

分
の
好
み
の
味
を
作
り
出
せ

る
よ
う
料
理
そ
の
も
の
が
帯

味
仕
立
て
で
あ
る
。

さ
て
、

A
さ
ん
む
推
薦
の

プ
ラ
1
・
ブ
ッ
ク
の
美
味
し

い
所
と
い
う
の
は
、
皿
取
近
美

味
し
い
屈
が
続
々
と
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
ス
ク
ミ
ビ
ッ
ト

通
り
(
元
々
は
高
級
住
宅
街

明~朗参でØD~/I似
建主229ナマズ

だ
っ
た
)
の
一
角
に
あ
っ
た
。

屋
根
に
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
の

灯
台
が
あ
り
、
「
魚
料
理
が

専
門
よ
」
と
A
さ
ん
。
「
プ

ラ
l
・
ブ

ッ
ク
あ
り
ま
す

?
」
と
ま
ず
は
メ
ニ
ュ
ー
を

持
っ
て
来
た
屈
の
人
に
聞
い

て
み
る
。
年
に
一
度
だ
け
、

メ
コ
ン
河
で
獲
る
こ
と
が
許

可
さ
れ
る
こ
の
大
ナ
マ
ズ

は
、
い
つ
で
も
庖
に
あ
る
と

は
隈
色
な
い
。
「
冷
凍
庫
が

完
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
」

と
、
屈
の
人
。
さ
す
が
后
構

え
が
い
い
だ
け
は
あ
る
。

運
ば
れ
て
き
た
料
理
は
ス

ー
プ
仕
立
て
に
な

っ
て
い

る
。
辛
く
て
酸
っ
ぱ
い
ス
ー

プ
「
ト
ム

・
ヤ
ム
」
と
ス
パ

イ
ス
は
似
か
よ
っ
て
い
る
の

だ
が
味
に
奥
行
き
が
あ
る
。

そ
の
秘
密
は
梅
干
し
と
甘
く

漬
け
込
ん
だ
ニ
ン
ニ
ク
に
あ

る
よ
う
だ
。
酸
味
の
中
に
か

す
か
に
甘
み
が
あ
る
。
A
さ

ん
が
自
慢
す
る
だ
け
あ
っ
て

「
大
味
」
の
は
ず
の
大
ナ
マ

ズ
が
檀
雑
な
味
に
な
っ
て
い

る
。
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

(一
戸
田
杏
子
)

士
「
4

一一

士

mw
一

一一
「
4

↑一

士
爪
W

一一
一同一
魚の臭みが気になる人に
下ごしらえの時は流しに新聞

紙を 4~5枚敷く。まな板、ザ

ルなどはすぐ洗う。魚に弓三を触

れる前に手に若草をまぶしておく

と手に臭みがつきにくい。手に

においが残った時は牛乳で洗

う。衣服ににおいがついた時は

番茶をいりその煙にあてると消

える。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

著
者
は
H

私
に
と
っ
て
「
平

等
な
社
会
」
と
は
、
「
女
だ
け
」

と
い
う
か
た
く
な
な
態
度
を
と

る
必
要
の
な
い
社
会
H

と
あ
と

書
き
で
述
べ
て
い
る
が
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
出
会
う
様
々
な
困

難
の
根
源
を
知
る
乙
と
は
、
「
平

等
な
社
会
」
に
近
づ
く
一
歩
で

あ
る
旨
が
納
得
で
き
る
。
(
陽
)

(勤
草
書
房
二
千
三
百
六
十

九
円
)

;l 

--一
位
枢
=
罰
則
刻
制
酬
明
た
佐
一
選
一

-
J一一一
ZE--一一一一一

V
女
性
建
築
家
と
5
人
展
i

都
市
弁
事
り
し

9
日
同
1
羽
田
出

T
S
S

東
京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

※
水
曜
休
館
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
、
ニ
・
三
世
帯
、
集

合
住
宅
な
ど
現
代
都
市
生
活
の

中
で
の
住
宅
の
袈
を
提
案
無

6

月

'v第
刊
回
朱
警
護

ー
日
附

lm白
幽

9
時

im

時
東
京
都
美
術
館

(上
野
公

園
)
油
絵
・
水
彩
・
版
画

問
合
せ
・:
同
会
告
白
・

3
3
3

4
・
7
8
3
0
(田
野
)

の

L 

飲酒は仰木を迅5てからハあ5缶は 1)サイクルヘ

?函

ど
ミ

え
は
々
つ。まけ
F

し
そ

て
寸

ノし
、ソ

和
久
井
、
政
見

1
1
5
 

、

こ
れ
、
炉
っ
。

(1 tJJI量，、樋による田崎mω肱 'λ 0.1 "1・ 11'H .VI I1肉明、 t て昨Li~tI て‘ 止す".:.. l!t '.'~ ..，. ;...ト '1-処式士"

う
ま
し
ん
だ
な
、

の
ど
ご
し
快
調
。
変
だ
付
の
ビ
ー
ル

サ
ン
ト
リ
ー
[
モ
ル
ツ
]

〈月曜日〉

集
団
検
診
・

日0
 
3
 
月5
一
旧
ソ
連
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

手
一
一
原
発
事
故
か
ら
八
年
。
風
下
で

ド
一
放
射
能
汚
染
の
ひ
ど
か
っ
た
べ

9
一
ラ
ル
l
シ
共
和
国
ゴ
メ
リ
州

9
一
で
、
五
月
五
日
l
七
日
ま
で
住

1
一
民
参
加
の
調
査
報
告
会
と
専
門

一
家
会
識
を
開
い
た
民
閣
の
「
日

一
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基

一金」
(J
C
F
日
本
部
事
務
局

・

モスクワ• 
安清 f、来斤陪胃全国

トリトアム国
(第3種郵便物隠可)

居眠近
、
庭
木
と
し
て
月
桂

樹
を
植
-
え
る
人
が
増
-
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
乙
の
樹
の
葉

を
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

(仏
名
で

ロ
i
リ
エ
)
と
い
い
、
ス
パ

イ
ス
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
乾
燥
す

る
と
香
り
が
強
く
な
る
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
乾
爆
し

で
も
、
香
り
成
分
は
増
え
ま

せ
ん
。
生
の
葉
に
含
ま
れ
る

青
臭
い
成
分
が
、
乾
燥
す
る

日

本

チ

yし住職
)
さ
ん
ら
が
九
O
年
九
月
独
自
の
デ
l
タ
を
収
集
、
文
化

に
設
立
。
九
一
年
か
ら
医
薬
品
宍
流
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
支

や
医
療
機
器
の
援
助
、
現
地
で
捜
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

の
集
団
検
診
、
環
境
汚
染
調
査
こ
れ
ま
で
二
十
一
回
の
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

団
を
送
り
、
ゴ
メ
リ
州
・
チ
ェ

メ
ン
バ
ー
に
は
医
学
、
物
理
チ
ェ
ル
ス
ク
で
三
年
間
行
っ
て

学
分
野
の
専
門
家
が
加
わ
っ
て
が
る
検
診
で
精
密
検
査
の
必
要

お
り
、
現
地
調
査
や
そ
れ
を
フ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も

ォ
ロ
ー
す
る
日
本
で
の
調
査
で
の
う
ち
二
十
数
名
を
日
本
に
迎

ぇ
、
信
州
大
医
学
部
で
受
診
さ

せ
た
。
ま
た
ベ
ラ
ル
l
シ
の
若

い
医
師
二
人
が
同
医
学
部
で
研

修
す
る
な
ど
、
物
的

・
人
的
支

環
か
三
年
間
で
一着
実
に
広
が
っ

て
い
る
。

今
回
行
わ
れ
た
調
査
報
告

会
、
専
門
家
会
識
は
こ
れ
ま
で

の
検
診
や
調
査
の
結
果
を
住
民

に
報
告
H

フ
ィ
ー
ド

・
パ
ッ
ク
H

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
「
た

く
さ
ん
の
学
者
や
支
援
団
体
が

調
査
に
来
る
が
、
地
域
住
民
は

情
報
が
少
な
く
、
事
実
が
伝
え

ら
れ
な
く
て
不
安
が
っ
て
い

る
。
被
災
当
事
者
で
あ
る
住
民

に
こ
そ
デ
l
タ
の
公
聞
が
必

要
」
と
支
援
当
初
か
ら
予
定
し

て
い
た
と
言
う
。

報
告
会
は
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク

の
文
化
宮
殿
で
行
わ
れ
た
。
チ

ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
か
ら
直
線
距
離
で
約
百
七

十キ
ロ
肘
北
東
に
位
置
す
る
。
黒

海
方
面
か
ら
吹
く
春
風
に
乗
っ

て
、
大
量
の
放
射
能
性
物
質
が

降
っ
た
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
(高

こ
と
で
蒸
発
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
こ
の
樹
は
、
一
年
中
葉
を

つ
け
て
い
る
常
緑
樹
。
ス
パ

イ
ス
と
し
て
使
つ
に
は
、
開

花
す
る
6
1
7月
頃
に
探
取

し
、
乾
爆
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

今
回
は
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の

使
用
効
果
を
高
め
た
、
ビ
ー

フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
で
す
。

〈か
ん
た
ん
ビ
l
フ
ス
卜

ロ
ガ
ノ
フ
)

【
材
料
】

(4
人
分
)

牛
ヒ
レ
肉
:
・
別

g
、
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
・:
小
さ
じ

凶
、
パ
プ
リ
カ
・・・
大
さ
じ
凶
、

エ

松
本
市
)
事
務
局
畳
・
高
橋
卓

志
さ
ん
の
報
告
会
が
二
十
日
、

早
稲
田
奉
仕
圃
で
開
か
れ
た
。

J
C
F
は
「
汚
染
地
区
の
子

ど
も
た
ち
に
放
射
能
障
害
が
広

が
っ
て
い
る
」
と
い
う
、
モ
ス

ク
ワ
の
知
人
か
ろ
の
S
O
Sを

受
目
、
鎌
田
賀
(
理
事
長
・
諏

訪
病
院
長
)
、
高
橋
(
神
宮
寺

事故による放身扮E汚染の状況(岩波ブックレッ卜 NO.308~チェ JL-ノブイリの子ども

たち.!l)より。円内は高橋さん

‘・5、・1、ら‘.，'，・1ぜ
・.一

題・
:
小
さ
じ
均
、
赤
ワ
イ
ン

:
・
大
さ
じ
l
、
パ
タ
l
・:
大

さ
じ
l
、
油
:
・
大
さ
じ
l
、

玉
ね
ぎ
(
中
)
:
・凶
個
、
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
:・

mg、
ト

zuusds 

第 1065号

マ
ト
ペ
ー
ス
ト
:
大
さ
じ

l
、
生
ク
リ
ー
ム
・・

川
g
、

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・2
枚
、
ナ

ツ
メ
グ
・:
小
さ
じ
凶
、
ブ
イ

ヨ
ン
:
凶
C
、
パ
タ
l
・:大

さ
じ
2
【
作
り
方
】

①
牛
肉
は
厚
さ
2
m
、
7

1
8
m
の
長
さ
に
切
り
、
塩
、

砂138‘

j
s
J
/

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

1
、
パ
プ
リ

/

カ
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

戸

i
J

/

リ

②
玉
ね
ぎ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル

:べ

/

て

l
ム
は
み
じ
ん
切
り
。

{f

m

③
鍋
に
パ
タ
!
大
さ
じ

?

に

l
、
油
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

(
l

v
ぃ

~

一
し
枚
)
を
入
れ
火
を
つ
け
、

①

¥

イ

の
肉
を
強
火
で
表
面
だ
け
を

川
市
焼
き
、
ワ
イ
ン
を
加
え
、
ワ

イ
ン
の
香
り
が
と
ん
だ
ら
、

肉
と
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
ボ
ウ

ル
に
取
り
出
す
。

④
同
じ
鍋
の
余
分
な
油
を

捨
て
、
パ
タ
l
、
も
う
l
枚

の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
入
れ

て
、
た
ま
ね
ぎ
を
妙
め
、
ス

パ
イ
ス
類
を
加
え
て
さ
ら
に

妙
め
、
香
り
が
出
た
ち
、
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
、
ト
マ
ト
ペ
ー

ス
ト
を
入
れ
、
さ
ら
に
妙
め

る
。
ブ
イ
ヨ
ン
、
生
ク
リ
ー

ム
を
加
-え
叩
分
程
度
煮
込
み

味
を
調
-える
。

本
サ
フ
ラ
ン
パ
タ
l
ラ
イ

ス
、
ピ
ラ
フ
な
ど
に
添
え
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。

〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
2
固
に

分
目
て
使
う
と
と
で
、
よ
り

効
果
的
に
な
り
ま
す
。
牛
肉

は
、
厚
み
の
あ
る
焼
き
肉
用

で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
手
軽

に
で
き
る
一
品
で
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
白
子
研
宮
刑
/
料
理
指
導

.
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス
ト

.
細
田
貞
一

)

タ
イ
の
巻
⑫

「
プ
ラ
l
・
ブ
γ
ク
(
ナ

マ
ズ
の
仲
間
)
は
大
味
で
、

美
味
し
く
な
い
ね
え
」
と
A

さ
ん
に
言
っ
た
ら
、
「
そ
れ

は
料
理
の
仕
方
が
悪
い
か
ら

よ
。
私
の
知
っ
て
い
る
庖
は

美
味
し
い
わ
」
と
一
言
の
も

と
に
反
論
さ
れ
た
。
い
つ
も

こ
う
い
う
時
思
う
の
だ
け

ど
、
タ
イ
人
は
一
人
、
一
人

「
自
分
の
味
」
を
持
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
例
え
ば
十
人
の

タ
イ
人
に
美
味
し
い
庖
の
名

を
尋
ね
る
と
十
人
が
十
人
遭

う
屈
の
名
を
教
え
て
く
れ

る
。
自
分
の
ロ
に
合
わ
な
い

屈
は
誰
が
な
ん
と
言
お
、
つ
が

「
マ
ズ
イ
庄
だ
と
主
彊
す

る
。
そ
b
て
「
私
の
知
っ
て

い
る
も
っ
と
美
味
し
い
屈
に

案
内
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
い

う
と
と
に
な
る
。

作
り
手
の
方
も
「
と
の
味

は
絶
対
HH
」
と
は
言
わ
な
い
。

乙
の
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
家

庭
の
食
卓
に
は
必
ず
調
味
料

セ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ナ
ム
プ
ラ
l
(魚
醤
)
、

酢
酒
廿
唐
辛
子
、
粉
眉
辛
子
、

砂
糖
で
あ
る
。
食
べ
る
人
が

乙
の
調
味
料
を
塩
梅
し
て
自

分
の
好
み
の
味
を
作
り
出
せ

る
よ
う
料
理
そ
の
も
の
が
帯

味
仕
立
て
で
あ
る
。

さ
て
、

A
さ
ん
む
推
薦
の

プ
ラ
1
・
ブ
ッ
ク
の
美
味
し

い
所
と
い
う
の
は
、
皿
取
近
美

味
し
い
屈
が
続
々
と
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
ス
ク
ミ
ビ
ッ
ト

通
り
(
元
々
は
高
級
住
宅
街

明~朗参でØD~/I似
建主229ナマズ

だ
っ
た
)
の
一
角
に
あ
っ
た
。

屋
根
に
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
の

灯
台
が
あ
り
、
「
魚
料
理
が

専
門
よ
」
と
A
さ
ん
。
「
プ

ラ
l
・
ブ

ッ
ク
あ
り
ま
す

?
」
と
ま
ず
は
メ
ニ
ュ
ー
を

持
っ
て
来
た
屈
の
人
に
聞
い

て
み
る
。
年
に
一
度
だ
け
、

メ
コ
ン
河
で
獲
る
こ
と
が
許

可
さ
れ
る
こ
の
大
ナ
マ
ズ

は
、
い
つ
で
も
庖
に
あ
る
と

は
隈
色
な
い
。
「
冷
凍
庫
が

完
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
」

と
、
屈
の
人
。
さ
す
が
后
構

え
が
い
い
だ
け
は
あ
る
。

運
ば
れ
て
き
た
料
理
は
ス

ー
プ
仕
立
て
に
な

っ
て
い

る
。
辛
く
て
酸
っ
ぱ
い
ス
ー

プ
「
ト
ム

・
ヤ
ム
」
と
ス
パ

イ
ス
は
似
か
よ
っ
て
い
る
の

だ
が
味
に
奥
行
き
が
あ
る
。

そ
の
秘
密
は
梅
干
し
と
甘
く

漬
け
込
ん
だ
ニ
ン
ニ
ク
に
あ

る
よ
う
だ
。
酸
味
の
中
に
か

す
か
に
甘
み
が
あ
る
。
A
さ

ん
が
自
慢
す
る
だ
け
あ
っ
て

「
大
味
」
の
は
ず
の
大
ナ
マ

ズ
が
檀
雑
な
味
に
な
っ
て
い

る
。
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

(一
戸
田
杏
子
)

士
「
4

一一

士

mw
一

一一
「
4

↑一

士
爪
W

一一
一同一
魚の臭みが気になる人に
下ごしらえの時は流しに新聞

紙を 4~5枚敷く。まな板、ザ

ルなどはすぐ洗う。魚に弓三を触

れる前に手に若草をまぶしておく

と手に臭みがつきにくい。手に

においが残った時は牛乳で洗

う。衣服ににおいがついた時は

番茶をいりその煙にあてると消

える。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

著
者
は
H

私
に
と
っ
て
「
平

等
な
社
会
」
と
は
、
「
女
だ
け
」

と
い
う
か
た
く
な
な
態
度
を
と

る
必
要
の
な
い
社
会
H

と
あ
と

書
き
で
述
べ
て
い
る
が
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
出
会
う
様
々
な
困

難
の
根
源
を
知
る
乙
と
は
、
「
平

等
な
社
会
」
に
近
づ
く
一
歩
で

あ
る
旨
が
納
得
で
き
る
。
(
陽
)

(勤
草
書
房
二
千
三
百
六
十

九
円
)

;l 

--一
位
枢
=
罰
則
刻
制
酬
明
た
佐
一
選
一

-
J一一一
ZE--一一一一一

V
女
性
建
築
家
と
5
人
展
i

都
市
弁
事
り
し

9
日
同
1
羽
田
出

T
S
S

東
京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

※
水
曜
休
館
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
、
ニ
・
三
世
帯
、
集

合
住
宅
な
ど
現
代
都
市
生
活
の

中
で
の
住
宅
の
袈
を
提
案
無

6

月

'v第
刊
回
朱
警
護

ー
日
附

lm白
幽

9
時

im

時
東
京
都
美
術
館

(上
野
公

園
)
油
絵
・
水
彩
・
版
画

問
合
せ
・:
同
会
告
白
・

3
3
3

4
・
7
8
3
0
(田
野
)

の

L 

飲酒は仰木を迅5てからハあ5缶は 1)サイクルヘ

?函

ど
ミ

え
は
々
つ。まけ
F

し
そ

て
寸

ノし
、ソ

和
久
井
、
政
見

1
1
5
 

、

こ
れ
、
炉
っ
。

(1 tJJI量，、樋による田崎mω肱 'λ 0.1 "1・ 11'H .VI I1肉明、 t て昨Li~tI て‘ 止す".:.. l!t '.'~ ..，. ;...ト '1-処式士"

う
ま
し
ん
だ
な
、

の
ど
ご
し
快
調
。
変
だ
付
の
ビ
ー
ル

サ
ン
ト
リ
ー
[
モ
ル
ツ
]


